元禄五年の東大寺大仏開眼万僧供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比 by 古賀 克彦
武蔵野大学学術機関リポジトリ　Musashino University Academic Institutional Repositry
元禄五年の東大寺大仏開眼万僧供養に於ける真宗と
時宗・融通念仏宗の対比
著者 古賀 克彦
雑誌名 武蔵野大学仏教文化研究所紀要
号 35
ページ 29-77
発行年 2019-02-28
URL http://id.nii.ac.jp/1419/00001012/
─ 29 ─
Comparison of Shin-shu (sect), Ji-shu (sect) and Yuzu 
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Summary 
In this article, I will report on the consecrative ceremony of the Buddha Vairocana, 
which was viewed by ten thousand monks. The ceremony was housed at the 
Todi-ji temple in the Great Buddha Hal1.
At frst, I surveyed the overall flow of the Buddhist memorial service’s program 
and considered the various events on the list. Each of these events may overlap 
in content, but there are parts that compensate for each other’s shortcomings. I 
clarified and summarized the differences then arranged them accordingly. I also 
considered the meaning that each event had.
With the program in hand l thought, “It may be difficult to see the whole 
picture but if we can change our perspective a bit we may be able to understand 
it better.” So I did not examine the program in the traditional way, from top to 
bottom, but considered a random approach.
Next, when I compared the three sects; Shin-shu《真宗》, Ji-shu《時宗》, 
and Yuzu Nembutsu-shu《融通念仏宗》, Shin-shu took a more passive stance. In 
the last memorial service (1688) Kyoto City was magnificent but this time its 
neighbor Koriyama《郡山》City was also phenomenal. Big central temples is 
very active in Kyoto in contrast to Jodo-shu《浄土宗》. Comparing the previous 
ceremony with this ceremony, you could see the continuity between the present 
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priests and the monks. However, in this ceremony the differences could be seen 
in the events between East and West Honwgan-ji temple. In addition, it seemed 
that the East and West’s program followed the last memorial service which cre-
ated a good precedent.
The Buddhist sects were overwhelmed by the number of people this time as 
well, even though most of the sect were only in the two-digit range, the mass total 
came to 250. However, this total was off balanced by the Chion-in temple《知
恩院》and the Obaku《黄檗》monks, combined there were l70 to 200 members.
Also it was noteworthy that we were able to see the name of the Dojo《道
場》. In particular, the temple represents the foundation of the temple. It is well 
known that the existence of the Dojo is the common soil between Shin-shu and 
Ji-shu sects. In addition, the characteristics of the Buddhist sects are represented 
in the Turtle’s bell《亀鐘》and in the Yuzu Nembutsu. Ji-shu sect attended on the 
29th and on the 30th, two consecutive days. Furthermore, the Kuya《空也》statue 
of the Kuya-do temple《空也堂》was also present. Unfortunately, the image that 
Ji-shu and “Dancing Nembutsu《踊躍念仏》” go hand in hand was spoiled. Also the 
Yugyo《遊行》and Fujisawa sects《藤沢派》did not have the “Dancing Nembutsu” 
on their program. Only the Ryozen《霊山》and the Kuya sects performed it. The 
non-performances of “Dancing Nembutsu” might have been caused due to time 
constraints, but it is an important event.
In conclusion, we were able to compare sects, which was the main point of 
the ceremony, and collectively we were able to compare this memorial service 
with the last one.
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序はじめに本誌前号に寄稿した「近世の東大寺大仏千僧会等における真宗と時宗・融通念仏宗の対比」
（1
（
（以下、 「前稿」
と称する）では、江戸時代の貞享五年（一六八八。九月晦日に元禄と改元）四月二日から八日までの大仏殿の釿ちょうな
始はじめ
記録（各地から三千五百人の大工と千人の僧、参詣人は六万、奉加銭千両が集まった）を、同時異筆
のものによって比較した。
それを承けて本稿では、四年後の東大寺大仏完成による開眼供養（元禄五年＝一六九二）を採り挙げる。まず、今次法要の全体の流れを概観するため、東大寺再興の立役者である公慶の年譜『公慶上人年譜聚英』
（2
（
（以下、 『年譜聚英』と称する）中、元禄五年の綱文と一部本文を掲示しておく。なお公慶は、前回の法要円成に伴い、貞享五年八月五日、上人号を得ており、同月十二日に返礼の為、参内している（ 『年譜聚英』 ） 。
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以下、翻刻を転記するに当たっては、重要な箇所は太字にして強調し、レイアウトは適宜変更した。綱文や
月日等、見出しとなる部分の書体はゴシック体の太字とした。文中の「／」は改行箇所を表す。尚、標出・頭注の類は割愛した。
また、引用文中には、現在では差別用語とされる歴史的名辞が散見されるが、本稿では引用のままとした。
これは、学術的見地からその用語を残すことで歴史研究を発展させ、現代における差別解消を推進する願いからである。寺格・堂班・類聚等 総称される当時の階級を示す術語も用いている箇所もあるが、これも同様である。
元祿五年壬申
四十五歳
二月廿五日大佛開眼供養につき、一乘院門跡、栂尾高山寺等出仕の返有り。〔年中行事記〕
元祿五年二月廿五日
一、二月廿五日、奥
［興カ］
福寺一乘院御門跡大佛開眼供養
ニ可有御出仕之旨、
（中略）
三月六日大佛開眼供養の勅使甘露寺右大辨 宿坊上生院に入る。三月八日此日より四 八日迄、大佛開眼供養を行ふ。請僧一萬二千餘、結緣の士二十萬、天平開眼の盛
時に劣らず。又この日より寺寶を開帳す。
〔古稀轉變見聞書〕
大和郡山・水木直箭氏藏
一、萬僧供養
（中略）
出仕之事興福・東大・法隆・招提・藥師菩提黄檗山住持唐僧達中之僧、時宗鉢
たゝき、河内平野大念佛寺大通上人、和州・河内・近國之老中、和州一國の隱亡不殘出仕也、
（後略）
また、平岡定海「江戸時代における東大寺大仏殿の再興について―勧修寺蔵「大仏殿再興発願以来諸興隆略
記」を中心として―」中に翻刻されている「大仏殿再興発願以来諸興隆略記」
（3
（
（以下、 『興隆略記』と称する）
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から引用する。
龍松院公慶大仏再興発願以来諸興隆略記
一、貞享
（中略）
五
辰年
従四月二日同八日迄七ヶ日之間、大仏殿木作始規式千僧供養執行之／
（中略）
一、開結学侶両堂末寺之衆僧出仕法事講問
幷
音楽有之、其外毎日他寺より法事出仕之僧
幷
捻香等千三百
余人毎日木作始規式棟梁
幷
五畿内之大工五百人出勤、各龍松院
ニ
おゐて設斎／
（中略）
一、七ヶ日之内施斎之人数五万七千百六拾人余／
（中略）
一、同七月晦日於高辻大納言殿上人号／勅許之旨被仰渡之
其方儀身を捨一紙半銭之志を勧大仏殿再興之志、神妙
ニ
之至
ニ
候、然を以今度上人号成、
勅許所難有可奉存旨、
一、八月十二日参内院参其外御所方御礼勤之、同日綸旨頂戴、同十五日当寺拝堂此時即従勧修寺官
ママ
網代駕輿拝領之
一、元禄
（中略）
五
申
年従三月八日四月八日迄大仏開眼供養執行
大仏尊像修補悉成就
ニ
付、開眼供養之儀式、以旧例営之、旦為遠方結縁、一日之法会を延て為三十日
初日之次第、開眼御導師当寺別当勧修寺宮二品済深法親王
（中略）
当
寺学侶両堂末寺等四十六口出仕厳儀之法事也、参向一曲、散華大行道終
テ
開眼之御作法有
リ
舞楽五
番有之、
（中略）
供養之次第三月廿七日御
導師興福寺長官一乗院宮二品真敬親王／
（中略）
／同寺学侶六十四口、従僧二十口出仕法式准
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初日御導師御願文、御咒願文被為誦之、御作法有り、舞楽五番有之、結願之次第四月八日華厳会仏前燈籠之前誕生仏奉安置各灌浴之作法有之、御導師 長吏尊勝院兼安井御門跡道恕大僧正当寺学侶両堂末寺等四十六口出仕法式准初日華厳御講讃之御作法有り音 有之、第二日法華千部経、開闢導師上人公慶毎日結衆真言宗十輪院／永福寺衆僧三十人宛会中読誦之、三十ケ日之会中、七大寺 衆僧及近国近郷之寺院出仕法事執行
幷
捻香等、
受斎僧合一万弐千八百九拾九人／受斎俗合二十万五千三百人
右開眼供養記録依有之、具
ニ
不記之、／
（後略）
それでは以下に、今回用いる史料を掲げる。史料①東大寺大佛開眼供養記
 草本
（4
（
史料②
元禄五年
東大寺大佛開眼供養記
一巻勧修寺大経蔵竹函三二―三六号
（5
（
史料③大佛開眼供養記（元祿五年）
（6
（
史料④大佛開眼供養竝萬僧供養之記（元祿五年）
（7
（
史料⑤大佛開眼会
（8
（
および末尾の「自
二三月八日
一到四月八日
一都テ三十一日之間参／詣之諸僧呈
二釈尊
ニ一拈香
料」以下の箇所を史料⑤αと表記する。
史料⑥大佛開眼設斎日記
（9
（
これら諸論稿が提示する各史料は、内容の重複する場合もあるが、お互いの闕を補っている部分もある。そ
れを整理する為に、表に纏めて掲示する事で、相違点を明らかにし、夫々の持つ意味を考察したい。それに
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よって、近世の東大寺大仏千（万）僧会に於ける念仏系教団、就中、真宗（東西本願寺）と時宗、併せて大念佛宗（融通念佛宗）教団の様相の一端が垣間見られ と考えるからである。よって、これらの僧団・教団を中心に、対比しながら見て行こうと思う。
なお、本稿では近世教団であることに鑑み、 「時衆」ではなく「時宗」の語を用いる。一法要の日程今回の法要の意義や概要に関して 、先に掲げた史料中の②⑤⑥に付されている解説に言及がある。その全
体像としては、共に次の法要に関する論文ではあるが、平岡定海前掲論文と、杣田善雄「元禄の東大寺大仏殿再興と綱吉政権」
（（1
（
が詳しい。
ここでは、その全体像ではなく、個別的事象を扱って行き い。それでは各史料を比較した結果から判明し
たことを見ていくこととする。前稿では史料毎の、言わば縦 時系列で法要を概観していたが、今回は横 時間軸も含めて、瞥見しよう ものである。
史料全体の相違を見ると、①②はほぼ同内容だが、拈香僧衆に若干の異同が見られる。①に「草本」とある
ので、②が浄書本の可能性があるものの、地名の記載は①が詳細である。③は①②から拈香僧衆項目を除いたもので、④は略述、数字も概数で正確さを欠いており、記録というよりも短報的な性格。⑤は日々の記載は③とほぼ同じだが、後半部に、 「自
二三月八日
一到
二四月八日
一都テ三十一日之間参／詣之諸僧呈
二
釈
尊
ニ一拈香料」
とあって、拈香料奉呈寺僧の書き上げ（一覧）が掲示されてい のが最大の特徴で 。時には地名も添え書
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きしてあり、同名寺院の比定に資する。ただ、日付不明記で、一部に法要順でない箇所も見受けられる為、出仕・拈香僧から類推して、いわば恣意的に抽出して本稿に引用している。そして、⑥は「設斎日記」 、すなわち斎を受けた 侶が詳細に書き入れてある日記なので、①
～
⑤の法要記録史料とは性格が異なる。だが、僧名
が判明するという最大の利点がある。ただし、出仕・拈香・参列の弁別はされていないので、教団間の軽重や僧団内の序列等は不明である。
まず、本法要三十一日間の連日の出座・法要状況を素描する。何分にも長期に亘るので、略述に留める。な
お、基本的に漢字は引用文献の用字を踏襲して る。「長期に亘る」 、と書いたが、公慶はもっと長い期間を考えていたらしい。⑤の冒頭を引用する。
東大寺
ノ盧舎那仏
ノ大像
ノ修補既成
テ大勧進上／人龍松院公慶叟入
二洛陽
ニ一
近
キ二
朝廷
ニ一
訴
へ二
殿下
ニ一
／下
二江都
一
窺二
［
ニ
カ］
テ
管
内
ヲ一
申
ス二
寺社
ノ
庁
ニ一
退
ヒテ
告
二
諸山諸寺
ノ
龍／象
ニ一
欲
レ
修
セント二
開眼会
ヲ一
元禄第五歳舎
二
玄黙
［
黓
］
涒灘
（注：太歳において玄黓は壬、涒灘は申。よって壬申の意）
ニ一
三月／八日是
ヲ為
二開眼会
ノ初日
一四月八日灌仏会
是
ヲ為
二／開眼会
ノ結願日
一其
ノ間都
テ三十一日也上人兼
テ思
ヘラクハ
／近隣国
ノ人
ハ雖
レ到
二斯
ノ会場
ニ一
辺土遠境
ノ男
女難
レ到
二此
ノ／釈門
ニ一
只望
ムラクハ
以
二弐百日
一
（中略）
／衆議判
ニ一
縮
メテ二
一百日
ヲ一
成
ルト二
三十一／日之会
ト一
云
々
いくらなんでも、二百日は長すぎる。半年以上である。落とし所は百日だったのだろうが、それも結局一月
に削減されている。
各史料の冒頭に、それぞれ総括がある。 た 拈香僧衆中の目立った点も付記する。また、③に「大佛殿之南眞言院
ヲ爲
二諸國出仕
ノ僧之集會所
ト一
。衆僧自
レ此經
テ二
中門
ヲ一
到
ル二
佛前
ニ一
。 」とあるように、
「眞言院」を「諸國出仕
ノ僧之集會所」としている。予め、遠近各地の控室を用意している様子が伺える。
法要に先立って、史料①には前年の「元祿四辛未歳。大佛像修復成就。化主當寺龍松院公慶上人」とあり、
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本法要前日には習礼を行なっていることが①②③で確認できる。また、 『年譜聚英』には、 「開眼供養習禮」の標出をもつ、次の史料の引用もある。
〔三綱所日記〕元祿五年三月三日
（中略）
七日甲天、大佛殿開眼供養習禮有之、寺僧役人等各出仕也、
（中略）
同酉剋大衆蜂起有之、小綱公人等出
仕候也、
（後略）
初日（三月八日）は開眼法式で、開眼導師は当寺（東大寺）別当勧修寺宮二品済深法親王である。二日目（三月九日）から法華千部経が 闢する。永福寺・十輪院等の真言宗衆僧三十人とある。導師は公慶
である。以下、連日の法華千部経の記載は基本的に省略し、出仕僧・宗のみ記載する。拈香僧衆には、豊前・越中などの遠隔地や紀州金剛峯寺の名があり、出仕の真言宗との関連も考えられる。
三日目（三月十日）の拈香僧衆に 、下野宇津宮・肥前・備後などの遠隔地が記載される。四日目（三月十一 ）
の拈香僧衆には、備中・武州などの遠隔地が記載されるが、武州浄閑寺とは、 「遊女
の投げ込み寺」という称される三ノ輪の寺院であろうか。また、京（洛陽）安清尼院 いう尼寺が参詣していることも注目される。
五日目（三月十二 ）は当寺（東大寺）学侶出仕で四箇 用（要） 。拈香僧衆に備中の寺がある。六日目（三月十三 ）は当寺（東大寺 学侶出仕で最勝会。拈香僧衆に甲州の寺がある。七日目（三月十四日）は当寺（東大寺）学侶出仕で最勝会。拈香僧衆は比較的近隣である。八日目（三月十五日）から南都以外の諸宗が出仕する。手始めは、前回の法要でも積極的であった浄土宗諸
派である。代表して鎮西派の中心であ 京都知恩院、但し代僧（名代） 。門中長老平僧百十人・伴僧百三十人
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という大所帯である。拈香僧衆は近隣。
九日目（三月十六日）は和州（唐）招提寺衆僧三十六人・伴僧十人出仕。拈香僧衆は備中・武州浅草・加州
などの遠隔地と京都鹿谷法然院。
十日目（三月十七日）
は和州鼻高山霊山寺（④では霊禅寺）衆僧十二人・伴僧十人出仕。拈香僧衆は備中・
芸州広島国泰寺（曹洞宗。かつて恵瓊が住した安国寺が改名・改宗）など。
十一日目（三月十八日）は①に「法華千部経」との記載が無いが、他の史料にはある。和州法隆寺衆僧二十
人・伴僧二十五人出仕。拈香僧衆に信州埴科郡の寺がある。
十二日目（三月 九日）は浄土宗鎮西派の第二弾、京都黒谷金戒光明寺方丈（北京黒谷上人）自身と門中長
老平僧三十五人・伴僧三十人出仕。④では平僧百人余とある。知恩院に対抗しての潤色か 拈香僧衆は近隣。
十三日目（三月二十 ）は当寺（専寺・東大寺）学侶出仕で華厳宗論義。拈香僧衆中では越前が比較的遠い。十四日目（三月二十一日）は浄土宗鎮西派の第三弾、知恩院に対して本末争いをした事でも知られる京都百
万遍知恩寺（皮肉な事に⑤では知恩院と記載されている）方丈上人（④北京百万返上人）出仕、京大坂門中長老平僧六十人・伴僧三十五人（④では平僧共八十人余 あ 。④の人数は大雑把かつ不正確である） 。拈香僧衆に尼崎如来院（①では如来寺）が見えるが、同院は行基開基の伝承を持つ。鎮西義ゆえの参詣かもしれ いが、東大寺大仏に結縁する十分な理由 存す 。また、同院には善光寺式阿弥陀如来三尊像がある。
十五日目（三月二十二日）は和州西大寺衆僧四 二人・伴僧 五人出仕。拈香僧衆に尾州名護屋・江戸など
の遠隔地と和州壺阪南法華寺（壺阪寺） ・京都円福寺 ある。 名異寺かもしれない 、この円福 浄土宗西山深草派の大本山寺院だとすれば、本法要から七年後の元禄十二年（一七〇一 、今次開闢法要導師の勧修寺門跡二品法親王によって扁額が下賜されている。奇しき因縁で なお、同寺は近代に岡崎市岩津の妙心
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寺と寺号を交換しており、その妙心寺は西山深草派永福寺（通称「蛸薬師堂」 ）の境内寺院に成っている。
十六日目（三月二十三日）は⑤に「巳刻マテ雨降止」とあり、天候不順であった。まず、辰刻に河州（河内国）上太子叡福寺衆僧八人・伴僧七人出仕。続いて、いよいよ、考察の対象、東西本願寺の登場である。出仕 数は、
①本願寺衆僧三十一人・伴僧二十二人。②③⑤東本願寺門中出仕。衆僧十四人。伴僧十人。西本願寺門下出仕。衆僧十七人。伴僧十二人。④南都一向宗。六ヶ寺。
とあって、②③⑤東西本願寺の合計がぴたり①と一致している。④の寺数は随分少ない。
次に差定である。
①京都本願寺
（中略）
先拈香次東
ノ經堂
ニ著床次三誓偈次念佛次行道次廻向次退出
②東本願寺
（中略）
従中門入。先、伽陀。次、拈香。次、阿弥陀經。次、念佛。次、退出。
西本願寺
（中略）
従中門入。先、拈香。次、着座。次、三誓偈。次、念佛。次、行道。次、廻向。次、
退出。
③東本願寺
（中略）
先伽陀。次拈香。次阿彌陀經。次念佛 退出。
西本願寺
（中略）
先拈香。次着座。次三誓偈。次念佛 行道。次廻向。次退出
④南都一向宗
（中略）
中門より出仕。諷經後大行道して退出畢。
⑤東本願寺
（中略）
先伽陀次
ニ拈香次
ニ阿弥陀経次
ニ念仏次
ニ退出
西本願寺
（中略）
先拈香次
ニ着座次三誓偈次
ニ念仏次
ニ行道次
ニ廻向次
ニ退出
②③⑤は同内容であり、①の差定は西本願寺の内容であろう。④も大行道とあるから西か。
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東西で差定に差異が見られるのは何故だろうか。読経も東は阿弥陀経、西は三誓偈である。その違いの理由
は不明であるが、東が先なので、後の西は時間の都合で短めの偈文にした、とも考えられる。また、東西の順は前回法要を先例として踏襲した可能性もある。
拈香僧衆。
①京都一條長講堂和州千光寺／攝州食滿西明寺同伊丹正覺寺／同瓦林極樂寺上州群馬西光寺②河州叡福寺京長講堂和州千光寺摂州西明寺／摂州正覚寺同極楽寺上州西光寺備州誓願寺／
城州教弘寺
②に河州叡福寺の名が見えるが、他日は出仕に名がある場合、拈香は記載していないようであり不審。また、
京都一条長講堂とあるが、長講堂が一条に在ったとは寡聞にして知らない（五条か六条が妥当であろう） 。ちなみに同堂は現在、西山浄土宗に属してい 。他では上州群馬・備州辺りが比較的遠い方か。
十七日目は、まず（摂州大坂）知恩院門中が出仕している 、人数に若干の異同がある
①長老平僧八十四人。②衆僧、長老、平僧八十四人。③衆僧長老平僧八十四人伴僧。⑤衆僧長老
 平僧八
十四人
 伴僧。
とほぼ同じ記述 の 対し、④は「大坂知恩院門下の長老。平僧共二百三十人余」と明らかな水増し（約三倍）である。
続いて、連日の本願寺出仕である。各史料ともに東西の弁別は、なされていない。④ は本願寺の がな 。人数は衆僧十三人・伴僧十一人 決まりである。差定は、拈香・着座・阿弥陀経・念仏・廻向・退出の順で、
各史料共ほぼ同じである。読経に阿弥陀経が入っているから 東本願寺が中心かとも考えられるが、⑥には西しか記載が無い。
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十八日目（三月二十五日）
は、近世に成立した教団である黄檗宗（④だけ黄檗山） 、和尚平僧百七十人（④
だけ「唐僧貳人。其外長老分平僧貳百人」と鯖読み）の出仕である。やはり、 「木魚」が特徴的である。
ここで気になるのは⑤αで、舎利寺以下は黄檗寺院であることは、⑥と照らして明白であるが、その前に記
載のある「
拈香
銀一枚
長崎
南京寺」である。これは長崎黄檗四福寺の一である興福寺を指すものと考えられるが
（他は崇福寺［福州寺］ ・福済寺［漳州寺・泉州寺］ ・聖福寺［広東寺］ 。余談だが、二〇一五年十月二十六日に、この四ヶ寺を足早に参拝した） 、これだけの大坊の名が、 「拈香」とあるのに①②に無記載なのは不審である。
もっとも②の拈香僧衆に「長崎普昭皓
0
臺寺」 （①では翌二十六日、⑥も二十六日だが「肥州長崎海雲山普
昭晧
0
台寺送流」 。後述）とあるので、記録者が晧臺寺と興福寺を誤認した可能性もある。
十九日目（三月二十六日）
は雨天（②③④）で、①には「雨天午
ノ刻霽」とあり、本来は中日として法要を
予定していたようだが、⑤ 当日条に「雨故今日興福寺
ノ御寺務御出仕御延引」とある。本来、この日であっ
たことは次の史料参照。
②同
（廿七日
（
廿六日、供養導師一乗院宮。／願主竜松院公慶上人。
⑤二／十六日供養導師者興福寺寺務
一［一］乗院二品／真敬法親王「
（割注）
二十六日有
レ雨故
ニ延引／翌二
十七日有
二供養
一」
また、④の当日条に「小寺より二人三人宛出仕して。諷經燒香にて退出也。 」とある。①の拈香僧衆に、 「長崎普照皓臺寺／
（中略）
／攝州尼崎甘露寺同常樂寺／同
善通寺」 、翌日分の⑥に「摂
州尼崎
甘露寺
寂誉
伴
僧二人／常楽寺俊了
善通寺重臨
」とある。このうち、まず曹洞宗の「皓
0
臺寺」は前
述の如く晧
0
臺寺が正しく、 「長崎三大寺」の一である（他は浄土宗大音寺・日蓮宗本蓮寺。これまた余談だが、
二〇一五年十月二十六日に、寺町にあるこ 三ヶ寺も参拝した） 。
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次に、尼崎の寺院である。甘露寺は浄土宗に属するが後代、遊行上人の同地逗留中の宿坊となり、近隣の善
通寺は時宗四条派の有力寺院を意味する「三末頭」の一（残りは後述する堺引接寺と尾張円福寺）である。但し、この頃の善通寺主は記録によって多元的である。すなわち、同寺過去帳や『尼崎志』
（（
（
では五世「其阿西堂
寿山」であり、同寺位牌・墓石では「中興四代伯誉其阿足下大徳」 そして正に本法要執行の元禄五年作成「尼崎町寺社改め帳写し」
（（1
（
に依れば、 「臨阿弥」である。廃寺となった近隣同宗海岸寺の初代と四代目は同じ阿
弥号の「臨阿弥」であり、特に後者は善通寺と兼務していた可能性もある。何れにせよ、ここに出る「善通寺重臨」の「臨」との関連が考えられる
（（1
（
。
二十日目（三月二十七日）
は前日に雨天順延した法要「供養法式」が執行されている。 （供養）導師は興福
寺別当（長官）一乗院宮二品真敬法親王。巳刻、興福 学侶（衆僧）六十四人、従僧二十人（④のみ午刻、大衆六拾貳人。衆徒貳拾人） 。
なお、②の拈香僧衆に「
摂州
（中略）
善通寺
」とあるが、史料①は前日である。あるいは法要順延のため、
連泊でもしたか。⑥は、こ 日である。
さて、二十一日目（三月二十八日）は河州（河内國）大念佛宗（融観）大通上人の出仕である。なお、同宗
の詳細については、坂東俊彦氏による専論がある
（（1
（
。前稿や本稿を紡ぐきっかけとなったのが、この坂東俊彦氏
の論文であった。この論文中にも翻刻が再掲されてお 多少の異同があるので、その箇所に「 （坂） 」として添書する。そもそも、史料⑤⑥は坂東俊彦氏と島津良子氏の翻刻によるものである。では史料原文を掲げる（レイアウトは変更した） 。なお、 「 （坂） 」は、基本的に新字体を用いている。
①巳
ノ
「 （坂）
ノ無し」
刻河州大念佛宗大通上人。
「 （坂） 。無し。以下、同」
大和山城河内
ノ門中
「 （坂）
ノ」
長老平
僧伴僧二百五十人出仕。
（中略）
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先
ツ
本尊龜
カメカ子
鐘
「 （坂）ルビ無し」
佛前
ニ
置
レ
之。次上人登
二
「 （坂）
二無し」
高座
一
「 （坂）
一無し」
拈香。
次衆
僧
惣禮。
次上人下
二
「 （坂）
二
無し」
高座
一
「 （坂）
一
無し」
坐
「 （坂）
ス
」
二
曲
彔
「 （坂）
ニ
」
一。
次讚鉢。次十重禁。
次大行道
奏樂
「 （坂）
奏
楽」。次釋
「 （坂）尺」
迦寶號。次融通念佛。次廻向。次十念。次退出
奏樂
「 （坂）
奏
楽」。
②大念佛宗河内國融観大通上人出仕。太
ママ
和山城門中長老、平僧、伴僧二百五十人余。
従中門入
有音樂
。先、本尊
并
亀鐘等持之。次、上人登高座、拈香。／次、衆僧惣礼。次、上人下高座、坐
曲
彔。次、讃鉢。次、十重禁。／次、大行道
有音樂
。次、釈迦宝号。次、融通念佛。次、廻向。／次、十
念。次、退出
有音樂
。行列如西本願寺。
③大念佛宗河内國融觀大通上人出仕。 和山城門中長老平僧伴僧二百五十人餘。
先本尊
竝
龜鐘等持
レ
之。次上人登高座。拈香。次衆
僧
惣禮。次上人下高座。坐
二
曲
彔
一。次讚鉢。次十重
禁。次大行道 釋迦寶號。次融通念佛。次廻向。次十念。次退出。
④
河内之本寺 念佛上人出仕。長老分貳百三拾人。眞言院より出仕。中門より音樂引列。一宗之本尊
竝
龜
金行列之先に立て。正面にて法事あり。 十念。次に大行道して退出畢。
⑤
大念仏宗河内国融観大通上人出仕大和山／城ノ
「 （坂）ノ無し」
門中長老平僧伴僧二百五十人余先本
尊／
并
「 （坂）幷」
亀鐘等持
レ
「 （坂）
レ
無し」
之次上人登高座拈香次衆僧／惣礼次上人下高座坐曲
彔
次讃鉢次十重禁次大行道次釈迦宝号次融 念仏／次廻向次十念次退出
（中略）
／
行列
如
二西本願寺
一
ここまでをまとめると、 「河州大念佛宗大通上人」 「大念佛宗河内國融観大通上人」 「河内之本寺大念佛上人」
は「大和山城（河内）門中長老平僧伴僧二百五十人余」 （④のみ「長老分貳百三拾人」 ）を率いて出仕。差定は概ね、 「先、本尊
并亀鐘等持之。次、上人登高座、拈香。次、衆僧惣礼。次、上人下高座、坐曲彔。次、讃鉢。
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次、十重禁。次、大行道。次、釈迦宝号。次、融通念佛。次、廻向。次、十念。次、退出」である。ここに出る本尊とは、同宗の祖とされる良忍が感得した「十二尊天得如来」の掛軸であろうし、亀鐘・融通念佛の二点も、他宗にはない特徴である。
⑥に出る「西光寺岻空」であるが、前稿で考察した貞享五年の前法要では、 『大佛殿釿始千僧供養私記』中
の「諸宗僧名之事」
（（1
（
、 「大念仏寺四十五代記録并末寺帳」
（（1
（
、また、他ならぬ坂東俊彦氏の論文中でも前回の部分
は「西光寺岷空」となって た もちろん、 「岻空」は「岷空」の後継者である可能性も否定できないが。
本法要では、この大念佛宗出仕盛儀の後に、和州神野寺が出仕している（④には記載がない） 。人数では、
近郷真言宗三十人・伴僧十人と、比べ物にならない。
二十二日目（三月二十九日）は、 「和州菩提山正暦寺出仕衆僧廿六人伴僧十 人」が最大公約数である。拈香僧衆等。
①拈香僧衆
 同上／
（中略）
泉州堺引接寺／
（中略）
②拈香僧衆／
（中略）
泉州引接寺
（中略）
⑥
浄土
泉州引接寺覚宥
従僧一人
前述のように、 「
浄土
泉州引接寺覚宥
」は、浄土とはあるものの、先の尼崎善通寺と同じく時宗四条派の有
力寺院を意味する「三末頭」の一である。特に摂河泉（摂津・河内・和泉）に於いて数の上で圧倒的に少数・劣勢の時宗四条派は、浄土宗の寓宗化することで命脈を保ち、私が名付ける処の「誉号時宗」となっていた
（（1
（
。
この堺引接寺は現在廃寺なので、歴代等不明であったが、覚宥という僧名が判明した
二十三日目（三月三十日）
は浄土宗鎮西派の第四弾、清浄華院（④のみ「北京淨慶
ママ
院」 ）である。長老平僧
三十人伴僧二十八人（④のみ「廿八人出仕 ） 。
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いよいよ四月に入る。
二十四日目（四月一日）
は雨天。④に、 「法事無
レ
之。申刻忍辱寺貳拾人出仕。諷經
燒香にて退出。 」 、⑤に「天気悪敷雨降
リ無
二出仕
ノ僧
一」とある。
⑥に「西山光明寺賜紫慧雲上人／東山禅林寺同湖南上人／善長寺登空（以下略） 」とあるから、本来
は浄土宗西山派の出仕が予定されており、順延されたことが判る。
その二十五日目（四月二日）は、まず、和州田原村十輪寺真言宗、衆僧十七人・伴僧五人。次いで京都禅林
寺方丈湖南上人・粟生光明寺方丈惠雲上人、長老平僧八十五人・伴僧三十人（④のみ「粟生光明寺
竝北京禪林
寺百八拾人」 ） 。最後 、忍辱山円成寺、衆僧十九人・従僧六人。
二十六日目（四月三日）
は、浄土宗西山派第三弾、誓願寺方丈英空上人の出仕で、門中長老平僧四十五人・
侍者（伴僧）十五人（例によって④ み数字が異なり 平僧共五拾人）である。
二十七日目（四月四日）は、山城和束庄瑞泉山正法寺方丈綱宗和尚と同庄百丈山大智禅寺方丈関渓和尚の出
仕で、合わせて衆僧五十二人である。例のごとく④のみ違うが 今回は「和塚
ママ
村正法寺拾貳人
竝湯船村大智寺
十人」と数字を両寺で分別している。総計は他と合わないが。
また、⑥に「
日蓮宗
洛陽本禅寺日慎」と、法華寺院が記載されているのが注目される。
二十八日目（四月五日）は、まず、摂州大坂の黒谷金戒光明寺派出仕。長老平僧五十三人・侍者（伴僧）十
人（今回の④は時刻も異なる。人数は五十 ） 続いて、大和薬師寺出仕 三 （④はこちらも時刻・順序が異なり、人数も十五人） 拈香僧衆に①「江州野洲西蓮寺」 、②「江州西蓮寺」とあるも宗派の特定ができないが、⑥に「
仏光寺派
江州野洲郡西蓮寺了順」とあるので、佛光寺派も参列していたことが判明した。 『佛
光寺辞典』
（（1
（
によれば、同派「西蓮寺」は一宇のみで、過去に同名異寺があった可能性もあるが、現存「西蓮
寺」は野洲郡中主町野田 在である。何故この が列席したかは不明。 『佛光寺年表』
（（1
（
にも、元禄五年前後に、
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それらしき記載はない（ちなみに、同『年表』の同年「一般事項」欄に「３［月］東大寺大仏殿落慶」とある。正しくは当然、 「３～４［月］東大寺大仏開眼供養」である） 。
二十九日目（四月六日）は、時宗教団の第一弾、前回法要同様、霊山正法寺・円山安養寺・東山長楽寺の揃
い踏みで、衆僧十四人・伴僧十三人の出仕である。何故、時宗 も霊山派なのか、と前稿で自問したが、一つの仮説が浮かんだ。それは、霊山有力末寺に兵庫薬仙寺があり、寺伝によれば、天平年中、行基の開山である。そして行基 千僧供養を行なった千僧寺塔頭の一つとされ、また、天平十八年（七四六） 日本で最初の施餓鬼会を行ったと伝える。これだけでも、今回の千僧・万僧供養に参列する意味は大いに認められる。
ましてや時の住持は十代目の直阿慈海で、彼 今次法要に先立つ元禄三年（一六九〇）正月、 『霊山國阿光
英問答』を出版し、霊山派の独自性 江湖に発信した人物である。惜しむらくは その薬仙寺や直阿の名が史料中に見えないことである。薬仙寺出身者や慈海の弟子が派内の中心的存在となっていたのだろうか。
では、その史料を掲げる。考察は次項にて行なう。
①巳
ノ刻京都靈山正法寺。圓山安養寺。東山長樂寺
并寺下
ノ衆僧十四人。伴僧十三人。出仕。
先各佛前立列。次釋迦寶號。次日中讚。次居讚。次踊躍念佛。次和讚。次廻向。次退散
奏樂
。
行列。禪門講柏葉御判。國阿上人杖木履素襖著小結著白張傘。
②巳刻京都霊山正法寺・圓山安養寺・東山長樂寺
并寺下出仕。／衆僧十四人。伴僧十三人。
従中門入
有音樂
。先、釈迦念佛三遍。次、日中讃。次、居讃。／次、踊躍念佛。次、和讃。次、廻向。
次、退散
有音樂
。／行列仕丁。禅門栢葉御判國阿上人杖木・履。素襖。小結。白丁 傘持。
③巳刻。京都靈山正法寺［。 ］圓山安養寺。東山長樂寺。
竝寺下出仕。衆僧十四人。伴僧十三人。
先釋迦念佛三返。次日中讚。次居讚次踊躍念佛。次和讚。次廻向。次退散。 （中略）／行列。仕丁。
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禪門栢葉御判國阿上人杖木履。素襖小結。白丁。傘持。
④
北京靈山。丸山［。 ］長樂寺三寺より貳拾人。中門より出仕。正面に床を敷。上にて東西に立向。踊躍念佛作法ありて退出畢
⑤巳
ノ尅京都靈山正法寺円山安養寺東山長楽寺／
并寺下出仕衆僧十四人伴僧十三人
先
ツ釈迦念仏三返次
ニ
日中讃次
ニ
居讃次
ニ
踊／躍念仏次
ニ
和讃次
ニ
廻向次
ニ
退散（中略）
行列仕丁禅門栢葉御判国阿上人杖木履素／襖小結白丁傘持／（中略）／参詣人多
シ
⑥丸山安養寺
一﨟
宣阿弥唯但
延寿庵
連阿弥徹山
勝興庵
声阿弥暉玄
多蔵庵
底阿弥淵桂
華楽庵
重阿弥素設
多福庵
也阿弥元秀
前多福庵
眼阿弥慈観
霊鷲山正法寺
一﨟
覚阿弥香宣
方広庵
弥阿弥淵龍
西光庵
但阿弥素允
正智院
相阿弥智真
永寿院
梵阿 志範
功徳院
僧阿弥祐察
清林庵
重阿弥知半
西念寺
円阿弥秀円
往生院
厳阿弥智仙
東光寺
宿阿弥底伯
霊山寺
長阿弥長厳
東山長楽寺弥阿弥以宣
三ヶ寺
侍者十三人／
（中略）
この後、和州郡山西福院御影供衆出仕、衆僧十七人とある（④には記載が無い） 。いよいよあと二日。三十日目（四月七日）は時宗教団の第二弾にして真打ち、最大派閥の遊行・藤沢派であ
る。一般的には「遊行派」と呼称され、近年、これを「藤沢派」と呼ぶ向きもあるが
（11
（
、後者は史料上には見え
─ 48 ─
ない呼称である。もちろん、遊行した、或いは、遊行しているのは何も「遊行派」に限らない。当麻派・四条派、そして一向派・天童派の文書にも「遊行」の文字はある。ただ、時の政権の威光をかさに、人馬を徴発する権限を持っ 廻国しているのは近世では遊行上人しかいない。その一処不住の遊行上人が、その位を後進に譲り、自身は藤沢の清浄光寺に独住した存在を一般に藤沢上人と呼ぶ。よって、天皇（内裏）と上皇（院）の、或いは、江戸城の秀忠と駿府の家康と 関係が如きもので、一種の二重権力構造なのである。だから「遊行派」 「藤沢派」という呼称は、権力の一方 か投影していないのである。よって、 「遊行・藤沢 と呼ぶべきだと措定するのだが、その所以 以下 史料に「遊行上人代僧法国寺・藤沢上人代僧金光寺」と並列してあることからも首肯できないだろうか。何れにせよ史料用語 無 が。
出仕は衆僧十六人・侍者（伴僧）五人である（④には記載がない） 。その後、長きに亘った法華千部経が結願。次いで、空也僧である。こちらも当時の認識では時宗であるが
（後述） 。それが証拠に、 「踊躍念仏」を実施しているのは、空也僧の方である。
①巳
ノ刻
遊行上人
ノ代
僧
京都法國寺。藤澤上人
ノ代
僧
京都金光寺。衆
僧
十六人。伴
僧
五人出仕。 「 （割注）行
列同
二靈山正法寺
一。 」
先各佛前著座。次伽陀。次晨朝偈。次三念佛。次廻向。次退出。
未
ノ刻京都極樂寺松洞菴
幷
伴僧戴髪門中十五人出仕。
先壇下
ニ立列。次和讚。次踊躍念佛。次庵主登
テ二
佛前
ノ座
ニ一
拈香。次衆僧退出。
行列空也上人鹿杖拄杖鉦鼓緣起衆僧傘白張等。
②巳刻、遊行上人代僧法國寺・藤澤上人代僧金光寺出仕。衆僧／十六人。侍者五人。
従中門入。 、伽陀。次、晨朝偈 、三念佛。次、廻向。次、退散。／行
（イ霊山正法寺
（
列同上。
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午刻、法華經・千部經結願
（中略）
未刻、京都極樂寺松洞庵出仕。随僧
并戴髪門派十五人。
従中門入。先、和讃。次、踊躍念佛
於壇下勤之。
二臈到壇上、拈香。
空也上人鹿角柱杖・鉦鞁・縁起。女院御所所贈袈裟。行列之先／持之。
（中略）
③巳刻。遊行上人代僧法國寺。藤澤上人代僧金光寺出仕。衆僧十六人。侍者五人。
先伽陀。次晨朝偈。次三念佛。次廻向。次退散。／行列同上
午刻。法華千部經結願。
（中略）
未刻。京都極樂寺松洞菴出仕。隨僧
竝戴髪門派十五人／先和讚。次踊躍念佛。
（中略）
次二臈拈香。
（中略）
空也上人鹿角柱杖鉦鼓緣起。女院御所所
レ賜袈裟。行列之先持
レ之。
④
空彌
考彌恐也
上人派廿人。正面にて法事勤退出畢。
右之外出仕無之間を見合。時々刻々に小寺より五人七人宛。
爲
二結緣之
一出仕して毎日之諷經燒香數を不
レ知。
⑤巳
ノ尅遊行上人代僧法国寺藤沢上人代僧金光／寺出仕衆僧十六人侍者五人先伽陀次晨朝偈次三念仏次廻向次／退散／行列同
レ上
午
ノ尅法華千部経結願
（中略）
未尅京都極楽寺松洞庵出仕随僧
并戴髪門派／十五人
先和讃次踊躍念仏
壇下勤之
次二臈拈香
壇／上勤之
空也上人鹿
ノ角柱杖鉦鼓縁起女院御所
ヨリ
所
レ賜／袈裟行列之先持
レ之／参詣人多
シ
⑤α
出仕
青銅千疋
藤沢上人派
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同
同二千疋
遊行上人派
同
同千疋
同門中
（中略）
出仕
金子百疋
京
空也堂
⑥遊行派法国寺覚阿金光寺其阿
福田寺覚阿西方寺覚阿迎称寺但阿観善光寺弥阿等 相荘厳 相極楽寺但阿西光寺素眼長徳寺円応金玉庵禅竜宗寿院臨達長泉院歓竜正覚院寿眼大智 円銑庵 超法浄院玄秀玉林 今庭徳性庵雲雪長寿院超眼長竜素伝了円／
（中略）
洛陽極楽 空也堂松洞 空忍西峯庵空甫戴髪弟子一人和泉坊空阿弥正徳菴寿松庵弟子一人正覚庵法寿庵本柳徳性庵理清庵南之坊□昌庵東之坊／
（以下略）
さて、三十一日目（四月八日）の最終日は華厳会・華厳講で、導師は華厳長吏尊勝院兼安井門跡道恕大僧正
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で、当寺（東大寺）学侶・堂衆・末寺等四十六（②） ・四十五（③）人出仕である。注目すべきは、法要の掉尾を飾るのが、 「五畿内之聖六十二人」と書かれていることである（①に記載は無い） 。数字が不正確な④では、その点では今回も期待を裏切らないが、興味深い文言が綴られている。 「結願以後。申刻
 五幾
ママ
内の三昧火じり
共七拾五人。爲
二結緣之
一會奉行へ訴詔して。直綴五條袈裟にて佛前へ出仕して。調経焼香して退出畢」 。他の
史料では「聖」とあるだけで特定できなかったが、この④で判明す 。この「三昧聖」に関しては、細川涼一［編］ 『三昧聖の研究』
（1
（
の各編に、東大寺との関係性が説かれてあり、大いに参考になる。
②申刻、五幾
ママ
内聖六十二人於佛前焼香。／先、阿弥陀經。次、念佛。次、行道一匝。次、退散。
③申刻。五畿内之聖六十二人。於
二佛前
一拈香。／先阿彌陀經。次念佛。次行道一匝。次退散。
④結願以後 申刻
 五幾
ママ
内の三昧火じり共七拾五人。爲
二結緣之
一會奉行へ訴詔して。直綴五條袈裟にて佛
前へ出仕して。調経焼香して退出畢。
⑤申
ノ尅五畿内之聖
ヒジリ
六十二人於
二仏前
一拈香／先阿弥陀経次念仏次行道一匝次退散
⑤α
同
青銅三千疋
和州
聖
同
青銅千疋
泉州
聖
同
青銅二千四百疋
河州
聖
同
青銅千五百疋
摂州
聖
同
青銅六百疋
城州
聖
拈香
銀一両
和州
光明寺／
（中略）
同
白銀五枚
京
双林寺
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そして、法要全体のまとめの記述があるが、表に抽出した。二各宗派の様相次に宗派系統別に見ていこう。顕密顕 各宗では、南都諸 の出仕が目立つのは当然としても、貞享時の前回と異なり奈良であっても新義真言
の豊山長谷寺の出仕が見えない。勧進元の公慶と、隆光との交流からすれば、少し意外であるが、次回法要（大仏殿落慶）時には密接な繋がりが看て取れる。
古義真言は勧修寺門跡が今回も東大寺寺務兼任の為、出座している。高野山の名も見える。南都の真言も多
く出仕。
天台は今回も、安井門跡が華厳長吏で東大寺門跡寺院の尊勝院を兼務し二月堂別当兼帯であり出仕している。
前回同様、天台・真言共に、東大寺寺務や二月堂別当を兼帯しているが故の出仕であり、京都における大仏供養への積極的な態度とは異なっている。
なお、奈良五大山（鹿野園・誓多林・大慈山・忍辱山・菩提山）中、前回・今回 法要では、菩提山正暦寺
と忍辱山円成寺が出仕している。前者は「菩提山僧正」大乗院信円が隠遁した事と造酒で有名だが江戸中期以降、法相宗の影響が次第に薄れて 宗の仁和 末となり、後者は東密広沢六流の一つである忍辱山流で真言
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宗御室派に属する。
浄土系・浄土宗今回も目を引くのは、京阪奈を中心とした浄土系である。特に浄土宗は、鎮西・西山の両派共に、本山級が
出仕している。即ち、鎮西義では知恩院（但し代僧。二百四十～三百人の大出仕。大坂の門中も別日に出仕） ・百万遍・黒谷（大坂の門中も別日に出仕） ・清浄華院（但し代僧） 、西山義も粟生・永観堂（両寺は方丈が並んで出座） 深草派誓願寺。なお、 『誓願寺文書の研究』 岩田書院、二〇一七年）に南都法要への言及は無い。
浄土系・真宗積極的な浄土宗に対して東西本願寺は、十六日目に史料①が「京都本願寺」 、④が「南都一向宗」 、翌十七日
目は①が「本願寺ノ門中和州郡山」 、②③ともに「郡山浄土真宗」と、それぞれ東西を弁別せず記載されている事が象徴しているように消極的で、おそらく本山からの出仕ではなかろう。今回も京都ではなく、近隣の郡山の出仕 目立つ。なお、⑥ 「佛光寺江州野洲郡西蓮寺了順」の名も見える（前述） 。当日の出仕は黒谷の大坂末寺であった。
前回と今回を比較すると、東本願寺派では「徳願寺専信専念寺祐円南蓮寺玄隆教行寺了伯」が年次近
接の故に同一人物が出仕しており、人は違うが 瀬寺は共通している。西本 派では、 「浄教寺行空
行空弟子
行蓮光慶寺正意」が共通しており、僧は違うが正覚寺・浄照寺が共通している。
一部教団のみ、法要の差定を翻刻から抽出したが、真宗は東西で違いが見られる。東は阿弥陀経、西は三誓
偈である。そ 違いの理由は不明であるが、東が先なので、後の西は時間の都合で短めの偈 にした、とも考
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えられる。また、東西の順は前回法要を先例として踏襲した可能性もある。もっとも、既述の如く、郡山の西派は阿弥陀経を読んでいる。
浄土系・大念仏宗大念仏宗は今回も人数で圧倒し、殆どの教団・宗団が一座二桁の人数であるのに、二百五十人という大量出
座である。これに対抗でき のは、先の知恩院と黄檗宗の百七十～二百人くらいなもので 知恩院は 浄土宗鎮西派が徳川将軍家の依拠する宗派 あり、宮家を創設して貰ったというという謂わば近世寺院である。菩提寺である増上寺への対抗心もあったかもしれない。大念仏 と黄檗宗は紛れもな 近世の新参宗であり、この一大盛儀に並々ならぬ意欲をもって臨んだ事は、想像に難くない。前稿でも指摘したが、奈良は大念仏宗にとって金城湯池 もあり、新規参入組としての意気込みが感じられる。今回は出仕末寺の数 膨大すぎて、詳しい分析は割愛したが、注目すべき 前回の法要時と同様、誉号・空号が散見される 言 事と、道場名が見られる所である。
大念佛寺の日鑑（日次記録）は元禄十二年が最古と言うから（大阪市立博物館［編集］ 『融通念佛宗―その
歴史と遺宝―』融通念佛宗総本山大念佛寺、一九九一年） 、前回・今回の古記録は見当たらないと思わ る。なお、⑥に出る「真光院因懐貞松院寂道」は本山役者であろう。それに続く十二寺に 人名 伴って記載されているので、これらが中心寺院と考えられる。その中 さ 、誉号３・空号６ といった状態である。 「誉号融通」 ・ 「空号融通」との呼称を与えても良いかもしれない。
この内、地域名が明記されていないので、判断が難しい寺院もあるが、 「河内六別時」と称される有力寺院
を挙げてみると、喜連法明寺（下別時） ・丹南来迎寺（十箇郷別時） ・錦部極楽寺（錦部別時） ・平野良明寺
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（八尾別時） ・石川大念寺（石川別時） ・水越高安寺（高安別時）であり、 「来迎寺融源極楽寺宗純大念寺文呈大念寺見空来迎寺可空」が、それに該当する可能性がある。来迎寺と大念寺は重複しているので、三別時は出仕していると見て良かろう。
この事は⑤ａに、 「
河内
大念仏
（ママ
（
方丈
同
大念寺極楽寺来迎寺」とある事からも裏付けられる。
道場は「有里道場植槻道場田嶋道場」が挙げられており、寺院化する前処形態を表している。 「道場」
が存在したという点で、真宗・時宗と共通の土壌である事が判る。
大念仏宗の特徴は亀鐘と融通念仏である。次の法要（宝永六年の大仏殿落慶法要）では愈々「融通念仏宗」
と表記されるに至る（坂東俊彦「東大寺大仏と融通念佛宗―東大寺江戸修復興期を中心に―」 ） 。
浄土系・時宗時宗は前回、何故か円山安養寺のみが参加していたが（それについ の仮説は先に提示した）今回は、まず
二十九日目に霊山派（今回は本寺の霊山正法 と 山長楽寺の三山揃い踏み）が出仕、翌日の一般寺院の「トリ」として（ 「法華千部経」結願前） 「遊行上人代僧」 「藤沢上人代僧」が出座、更に「法華千部経」結願後には京都極楽寺松洞庵、即ち空也堂の空也僧も参列している。興味深いのは、空也僧を「戴髪門中」 「戴髪門派」と呼んでいる点である。 特に円山）も一部有髪だったのではなかったか
先に引用した『古稀轉變見聞書』に「時宗鉢たゝき」という表記が見られたが、これは「時宗・鉢たゝき」
であろう。
また、 「時宗＝踊躍念仏」という図式も崩れている。何となれば、遊行（藤澤）派は差定に「踊躍念仏」が
無い。霊山派と空也堂のみ、興行している。これも、時間的制約の所為かもしれないが、重要な点である。
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気になるのは、④以外の史料に「遊行上人
ノ代僧京都法國寺。藤澤上人
ノ代僧京都金光寺」等とある事である。
金光寺の輪番院代は法國寺か聞名寺だが、聞名寺の名が各史料に見えないのは、当時無住であったか。ちなみに、この元禄五年三月二十三日に尊通が遊行四十四代を相続し、同年五月二十八日に江戸城にて朱印を受領しているので、遊行上人は奈良に来る事は物理的に不可能であった。さらにこの年の十二月一日に、京都青蓮院里坊より出火し 法要に出仕し斎を受けた迎称寺・極楽寺が被災している。なお、極楽寺但阿とあるが、極楽寺の阿号は但阿が多い。
近世の庶民が座右に置くべきものであり、現代 近世研究者にとっても必携なのが、今日の辞典・事典の原
型とでも言うべきものと ての『節用集』である。現行の雑誌でも、付録の方が主になる事態は往往にしてよくあるが、室町期でも『節用集』本文の後にあった付録が、江戸時代になると、本文上部の別欄に載せられるようになった。これを「頭書」と呼ぶ 特 刊記に「寛延三年庚午元刻／天保二年辛卯晩冬舊刻／嘉永二年己酉仲秋再刻／文久四年申子四刻」 ある『大日本永 節用無尽蔵』
（11
（
の「頭書」に「華雒寺院名跡一覧」とある。
一応、宗派別に記載されており、空也堂は「時宗之部」冒頭に配置されている（写真参照） 。一部判読しがたい文字もあるが、以下に翻刻を試みる。
時宗之部
蛸薬師油小路西
紫雲山極楽院光勝寺／
（中略）
寺中／徳正菴金光菴寿松菴／正徳菴利清菴西巌菴／東坊南
七条東洞院
黄臺山金光寺／
（中略）
塔
頭／法城院長泉院大智院／宗哲院称讃院西光院／宗寿院正覚院金玉院／寺領百九十七石
─ 57 ─
元禄五年の東大寺大仏開眼万僧供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
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末寺／下寺町荘厳寺／
（中略）
東岡山福田寺下寺町市姫辻子／
（中略）
寺町錦小路
紫苔山歓喜光寺／寺領四十石六斗余／
（中略）
二条川東
聞名寺
寺領七十四石六斗
／
（中略）
迎称寺
東山真如堂西寺領廿三石
／
（中略）
極楽寺
迎称寺ノ西寺領十七石
／
（中略）
洛東吉水ノ南
金玉山雙林寺
廿四石五斗
／
（中略）
寺中／文阿弥閑阿弥西阿弥／善阿弥林阿弥寂阿弥
清水之北
靈山正法寺
廿三石五斗
／
（中略）
長嚴院恩阿弥宣阿弥／重阿弥嚴阿弥珠阿弥／与阿弥丹阿弥連阿弥／宿阿弥
東山吉水
圓山安養寺
十一石余
／
（中略）
端ノ寮又金重と云／左阿弥正阿弥也阿弥／眼阿弥連阿弥
吉水之南
東山長楽寺
八石四斗
／
（中略）
法國寺
五条坂寺領百卅七石
／
（後略）
なお、 「頭書」の「華摂寺院名籍一覧」に載る摂河泉の時宗寺院は五ヶ寺であり、尼崎は海岸寺のみである。京都府立総合資料館（現、京都府立京都学・歴彩館）蔵『時宗書類』でも、 「 （明治三）庚午閏十月改」 「時宗
之部大寺之分」冒頭に「蛸薬師油小路／空也堂極楽寺」とあり、次に「七条東洞院／黄臺山金光寺」が続く
（11
（
。
さて、 『時宗寺院明細帳』８の「金光寺（七条道場） 」に注目すべき一文がある（同書一九五頁 。 「西光院直
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阿宗鉄院連阿金玉院但阿宗寿院覚阿長泉院重阿正覚庵来阿」の六ヶ所と、 「法浄院臨阿大知庵眼阿称讃院相阿」の三ヶ所の合計九ヶ院に寺中が定まった が、本法要に出仕した元禄五年四月七日から約二ヶ月後の六月十八日、と言う事実である。本法要との因果関係は不明だが、金光寺中で斎を受けたのは、「西光寺
ママ
素眼宗銑
ママ
庵ママ
臨超金玉庵
ママ
禅竜宗寿院臨達長泉院歓竜正覚院寿眼法浄院玄秀大智庵円竜」
である（史料⑥） 。つまり称讃院 み名が無い。ちなみに、史料⑥の観善
0
光寺弥阿は歓喜
0
光寺弥阿
（11
（
の誤植で、
等覚寺
0
相阿は等覚庵
0
相阿と言う僧階
（11
（
であろう。
また、石塚勝［編］ 「時宗本末帳所載寺院総覧」西国編（越中・飛騨・美濃・三河以西） 」
（11
（
を参考にして、残
る寺院の比定を試みるならば、まず金光寺には、金玉院・宗哲院・大智院・正覚院・宗寿院・長泉院・称讃院・西光 ・法浄院の九院が挙げられている。
徳性庵・長徳寺は、聞名寺中の徳性庵・長徳庵の可能性があり、玉林院・長寿院は歓喜光寺中に同名がある。
残る不明な寺院・庵は西方寺のみである。
なお、拈香僧衆に、時宗四条派三末頭 尼崎善通寺（①と②では日が異なるが）と堺引接寺（現在は廃寺。
あと一つは尾張円福寺）の名が見え ものの、本寺の京都四条金蓮寺は出仕してい い。 た、史料⑥に国阿派本山の双林寺が見える。
この国阿派本寺の双林寺については 先に引用した『時宗寺院明細帳』８所収『時宗書類』では「国阿派本
山双林寺」と「時宗国阿派本寺霊山正法寺」と弁別される。或いは「時衆宗国阿派東山長楽寺」の表記等 気になる点は多々 る、それらについては後考を俟ちたい。なお、史料⑥に「東山長楽寺弥阿弥以宣」と出るが、同寺石段の礎石に「八代以宣」との字が読み取れる（ 「貞享五戊辰九月十八日」 ） 。
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浄土系・空也僧史料文中では①「京都極樂寺松洞菴
并伴僧戴髪門中十五人」 、②「京都極樂寺松洞庵出仕。随僧
并戴髪門派十
五人」 、③「京都極樂寺松洞菴出仕。隨僧
竝
戴髪門派十五人」 、④「空彌［也カ］上人派廿人」 、⑤「京都極楽
寺松洞庵出仕随僧
并
戴髪門派十五人」 、⑥「洛陽極楽院空也堂松洞庵空忍」とあるが、空也堂の正式名称は
紫雲山光勝寺極楽院である。それ故、⑥の表記が正しい。同堂は当初、三条櫛
くし
笥げ
（中京区今新在家西町、中京
区三条大宮西）にあった為、三条櫛
くし
笥げ
道場と呼ばれたと云う（ 『空也上人絵詞伝』 。 「空也堂文書」中の「時宗
鉢叩念仏弘通明細帳 ） 。江戸時代、現在地に再建された際、東福門院の援助があった（ 「空也堂文書」中「書上帳」 、 『筆のすさび』 以来、時宗鉢
はち
叩たたき
念仏弘通派の本山と称し、町名も鉢叩に因み敲
たたき
町ちょう
と呼ばれた。一七
八〇年頃、八軒の鉢叩の塔頭があり栄えた 徳正庵・金光庵・寿松庵・ の坊・正徳庵・利清庵・南の坊・西巌庵である
（11
（
。近代以降、天台宗に改めた
（11
（
。塔頭は寿松庵・西岸庵の二院のみが残るが後、廃絶する。
さて先の『大日本永代節用無尽蔵』 「頭書」では、徳正菴・金光菴・寿松菴・正徳菴・利清菴・西巌菴・東
坊・南坊とあり、順は違えど、 『都名所図会』と一致する。史料 には、松洞 空忍・西峯庵空甫 和泉坊空阿弥・正徳菴・寿松庵・正覚庵・法寿庵・本柳庵・徳性庵・理清 南之坊
・
昌庵・東之坊、と出ており、塔
頭・寺中では無く 号・坊号の可能性のあるものも含めて十 が挙げられており 西峯 は西巌庵の、正徳菴、或いは徳性庵は徳正菴の、理清庵は利清菴 、それぞれ誤記の可能性を秘めているが、元禄時点での寺内 様相の一端が伺える貴重な史料である。
菅根幸裕「近世後期の俗聖の身分向上をめぐる一考察」
（11
（
の「３近世地誌類にみる空也堂と空也聖」が紹介
する、本「大仏関連法要」に近い年次の刊行物に、以下の記述が る（以下、掲載誌一六
～
一七頁） 。
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元禄二年（一六八九）刊行の『京羽二重織留』には「空也鉢敲」として以下の文が掲載されている。（中略）
すなわち、空也堂には十八家の鉢叩がいて、これらは空也に帰依した平定盛の末裔であること。鉢
叩きは俗体で妻子を持つ事、十八家の鉢叩は真冬に洛外の墓所をめぐり無常を説く和讃を称えていること、などが書かれている。（中略）
また、この十八の境内庵であるが、孝明天皇崩御の際の葬列絵巻では、西岸庵、寿松庵、徳勝庵、
利清庵、東坊の六
ママ
庵の聖のみが描かれ、さらに明治四年（一八七二）二月の空也堂「寺院明細帳」では、
西岸庵、寿松庵、正徳庵、東坊、金光庵、徳勝庵、利清庵、南坊、の八坊が確認できるが、西岸庵、寿松庵の他はすでに無住であるとなっている。よって近世末期までに住持のいる庵は六
ママ
庵で、そのうち四庵が
近代にはいるとまも く無住となったのである。そして最後まで残った寿松庵も明治四一年（一九○八）に名古屋 移転する。
禅宗不思議なのは五山・林下とも、積極的な出仕が見えないことである。拈香僧衆には「洛東建仁寺大昌院龍
艮
［良カ］
慈
芳院宗珍」 「前住妙心見住寒山
大坂天満
賜紫玲巌祖圭和尚」 「妙心寺総代如是院恵在別堂」等の名
も見えるのだが、法要への出勤はしていない。「城州和束庄瑞泉山正法寺同百丈山大智
（禅）
寺」等と史料に出る。どちらも臨済宗永源寺派で、近隣故の
出仕かとは思うが、調べてみると前者は行基により創建されたと伝える。なるほど、それなら大仏に結縁する。
黄檗宗も多数の出仕以外に拈香僧衆でも名が散見する。また、法系を重視する記述も見られる。黄檗宗の行
列には「木魚」の名が見える 他には無い事からも、この時点では特に野外の法要について、木魚は黄檗宗
─ 62 ─
以外、用いていなかったのであろう。木魚の他宗への伝播時期を考える上で、仏教文化史上も重要な徴証の一端である。
なお、曹洞宗は拈香僧衆に「藝州廣島國泰寺」 「越前孝顯寺如天」 「
洞家
越前敦賀郡金伝寺禅尭円乗寺
正残宗泉寺珊瑞」等の名も見えるが、何れにしても一座 法要を勤めるには至っていない。
律宗西大寺は南都で行われた法要なので当然、出仕しているが、拈香僧衆には北京律の泉涌寺も見られる。日蓮・法華宗法華寺院は、やはりと言うべきか不出仕である。前稿でも触れたが、受・不受の義というより、公儀主催で
もなく、場所も含めて消極的なのであろう。但し、史料⑥には若干の記載がある。もっとも、⑥は斎を受けた記録なので 「不受」の法義から言えば、最も問題となるのだが。
三真宗と時宗・融通念仏宗の対比これが本題なのに、前稿では、こ 項目が抜けていた事もあり、前回と今回法要をまとめ 考察する。教団
名等は歴史的呼称ではなく、一般名辞や俗称も用いている。
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法要の順序・日程前回の貞享五年時は、全七日間の日程中、第六日目に、東・西本願寺、大念佛宗・霊山時宗の順で出仕した。全体を見ると、南都諸宗・寺以外では、初日に浄土（西山）誓願寺、三日目に黄檗、五日目にも黄檗・浄土
（西山） 、六日目に浄土（鎮西） ・東西本願寺、大念佛・霊山時宗であった。最終日の前日に、西山派以外の浄土系がまとめられていることが判る。
今回の元禄五年時は、三十一日間中、十六日目に東・西本願寺、翌十七日目に郡山浄土真宗（西本願寺） 、
二十一日目に大念佛宗、二十九日目に霊山時宗、三十日目に遊行時宗と空也堂僧、である。ほぼ、前回の順番と同じ組み合わせであることが判 。法要の後半にまとめられているという点もである。霊山が先で遊行が後、というのも室町時代なら騒擾になったであろう。按ずるに、霊山は前回参列した、という故事来歴を主張したのであろ 。空也堂も新規の参加ゆえに結願法要の後に回されたのかもしれない。
法要の規模・人員史料によって異なるので、ほぼ共通する人数や 幅を持たせた数字（合算）で記載する。前回は、東本願寺七～十三・十四、西本願寺十九～二十九・三十二 大念佛宗三十一・霊山時宗七。今回は、東本願寺二十四・西本願寺二十九の合計五十三 郡山浄土真 （西本願寺）は二十四、大念佛宗は
二百五十、霊山時宗二十七、遊行時宗二十一と空也堂僧十五、である。
大念佛宗の突出が判る。何と前回の八倍以上である。霊山の方が遊行より人数が多い、というのも前回出仕
の先例からだろうか。
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法要の内容・差定前回は、東・西本願寺は誦経焼香、大念佛宗は焼香誦経・称名、霊山時宗は焼香、とある。時宗の読経はな
かったのだろう。大念佛宗には称名の文字が見えるので、正に大念仏（融通念仏）を称えていたのだろう。
今回は、前掲の通りだが、最も特徴的で、興行的にも見栄えのする踊躍念仏を、遊行時宗が行わなかった理
由が不明である。
跋まとめにかえて
以上の分析から、この盛儀出仕を宗勢拡大や知名度上昇の機会と捉えている教団の存在が今回も判明した、
と言えるだろう。特に近世教団である大念仏宗と黄檗宗は積極的かつ意欲的であ 。また、近世に徳川幕府の庇護によって巨大化した浄土宗の総・大本山級は、挙って覇を競うように京都から奈良へ多くの僧侶を引き連れて出仕している。 和国全体に末寺が存す 本願寺教団とは対称的である。
また、教団という程 規模ではなく、僧衆とでも言うべきだろうが、空也僧や時宗各派の出仕も注目され 。三昧聖研究に画期となった一連の上別府茂論考
（11
（
によると、三昧聖を、一「行基（東大寺）系三昧聖」 、二
「空也系三昧聖」 、三「時宗系三昧聖」 、四「高野山系三昧聖」 、の四系統に分類している。本法要が一の「行基系三昧聖」を東大寺大勧進職龍松院に結びつけたことは、柳田国男・堀一郎の義父子以来の定説であるが、この法要には三昧聖では無いものの、二の「空也聖」と三 「時宗」 （就中、七条道場）が結縁していることも
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見逃せない事実である。
残された課題としては、 「タテ」の時系列的考察である。先の貞享五年と、この元禄五年で、出仕した寺院
に継続性が見られたかどうかである（一部、言及した部分もあるが） 。これに関しては、次の宝永五年の大仏殿落慶法要を通じて総合的に見 事としたい。
併せて、近年、特に元禄時代の古記録が翻刻出版されている。それらも活用して考察を深めたいと思う。註（
1）古賀克彦「近世の東大寺大仏千僧会等における真宗と時宗・融通念仏宗の対比」 （ 「武蔵野大学仏教文化研究所紀要」№
34、二〇一八年） 。
（
2）東大寺［編纂］ ・堀池春峰［編］ 『公慶上人二五〇年遠忌記念―公慶上人年譜聚英』東大寺、一九五四年。
（
3）平岡定海「江戸時代における 殿の再興 ついて―勧修寺蔵「大仏殿再興発願以来諸興隆略記」を中心として―」 （ 「南都佛教」
24号、一九七〇年） 。
（
4）佛書刊行會［編纂］ 『大日本佛教全書』一二一巻「東大寺叢書」一（大日本佛教全書刊行會、一九一五年。復刻一九七八年、第一書房） 。なお、掲載書の目次には「草本」の文字は無く、 「庸性撰」とあるが、本文末尾には「元祿五壬申年四月日／法事奉行／金殊院庸性／地藏院淨性」とある。
（
5）小島裕子「東大寺大仏開眼供養復原（二）―勧修寺所蔵の法会記録―翻刻および解題―」所収の「 【東大寺大仏開眼供養関連資料翻刻】 （ 「勧修寺論輯」三
･
四合併号、勧修寺聖教文書調査団、二〇〇七年） 。なお、同論文では「勧修寺本供養記」
と記す。内容的に史料①と類似している。本文末尾に「元祿五
壬申
歳四月日
ママ
、會奉行／金珠院庸性／地蔵院浄性」とある。
（
6）佛書刊行會［編纂］ 『大日本佛教全書』一二二巻 東大寺叢書」 （大日本佛教全 刊行會、一九三二年。復刻一九七八年、第一書房） 。本文冒頭に「 珠 」 、末尾に「元祿五
壬
申年四月日／會奉行金珠院庸性／地藏院淨性」とある。
（
7）「東大寺叢書」二。本文末尾に「時元祿五
壬
申年四月下浣／惣特院法印
 英秀／執筆高島玄瑞重信」とある。
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（
8）島津良子・坂東俊彦「玉井家蔵「大仏殿再建記」解説および史料翻刻」第四回（南都佛教研究會［編集］ 「南都佛教」九十二號、東大寺図書館、二〇〇八年） 。
（
9）島津良子・坂東俊彦「玉井家蔵「大仏殿再建記」解説および史料翻刻」第五回（南都佛教研究會［編集］ 「南都佛教」九十三號、東大寺図書館、二〇〇九年） 。尚、前稿に於いて「島津良子・阪東俊彦」と表記していたが、正しくは「島津良子・坂東俊彦」である。坂東俊彦氏単独の場合は正しい用字だったのだが、島津良子氏との共同執筆の部分のみ誤っていた。ここに謹んで坂東氏にお詫び申し上げ、訂正させて戴く
（
10）初出「南都仏教」四三・四四合併号、一九八○年。のち、細川涼一［編］ 『三昧聖の研究』硯文社、二〇〇一年所収。
（
11）尼崎市役所［編纂］ 『尼崎志』第一篇 寺院篇」一九三〇年。のち、名著出版、一九七四年復刊。
（
12）「地域史研究―尼崎市立地域研究史料館紀要―」
27巻１号（通巻
79号） 、同館、一九九七年。解説によれば、同市中在家町
の名主家であった梶兵左衛門家に伝わったもので、阪神・淡路大震災により被災し、取り壊された自宅から史料館に預けられた文書である。
（
13）尼崎の時宗寺院については、拙稿「時宗寺院参詣記・尼崎に善通寺を訪ねて」 （ 「時衆文化」４号、同研究会、二〇〇一年） 、及び「尼崎の時宗近世の動向を中心に」 （ 「地域史研究尼崎市立地域研究史料館紀要」
38巻１号（通巻
106号）を参
看頂きたい。
（
14）坂東俊彦「東大寺大仏と融通念佛宗―東大寺江戸復興期を中心に―」 （福原隆善［監修］ 、開宗九〇〇年記念・大通上人三〇〇回御遠忌奉修局［編］ 『融通念佛宗における信仰と教義の邂逅』法藏館、二〇一五年） 。なお、この記念論集には、本法要に関するものとして、神﨑壽弘「 『賜紫大通上人行実年譜』再考」も収載されている。
（
15）「東大寺叢書」二。
（
16）融通念佛宗教学研究所［編纂］ 『融通念佛宗年表』 （融通念佛宗総本山
 大念仏寺、一九八二年）の附録。
（
17）前掲註（
13） 。
（
18）澁谷有教［編］ 『佛光寺辞典』本山佛光寺、一九八四年。
（
19）佛光寺教学資料編纂委員会［編纂］ 『真宗佛光 派佛光寺 真宗佛光寺派宗務所、 九九七年。
（
20）小野澤眞『中世時衆史の研究』八木書店、二〇一二年。
（
21）細川涼一［編］ 『三昧聖 硯文社、二〇 年。
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（
22）書誌によると詳らかには、河邊桑楊［舊編］ ・堀源入齊［増補］ ・堀源甫［續輯］ ・清水葵齋［訂正補輯］ ・松川半山他［画］『大廣益新改正大日本永代節用無盡藏・眞艸両点』である。奈良本辰也の監修で、永代節用無尽蔵刊行会事務局から文久四年刊本の複製が一九八三年に複製出版されている。和装、四三三丁、箱・帙入りの豪華本で、一冊三十万円という。なお、掲載写真は、京都市東山区遊行前町の安祥院蔵本を撮影したものである。安祥院御住職の加藤康洵師と、併せて、前稿に掲載した、霊山正法寺より円山安養寺充て免状撮影の御高配を戴いた安養寺田中御住職の両師に対し この場を借りて深甚の感謝を申し上げる。また、早稲田大学図書館ホームページの「古典籍総合データベース」で全画像を見るこ が出来る。
（
23）時宗教学研究所［編集代表］
･
高野修［編集校訂］ 『時宗寺院明細帳』８（時宗宗務所、二〇〇八年） 、二五〇
～
二六一頁
（
24）当時は「廿六代弥阿上人陽山和上」が住職。金井清光『一遍と時衆教団』角川書店、一九七五年。
（
25）庵室と阿号。高野修「寮と阿号」 『藤沢山日鑑』二、藤沢市文書館、一九八四年・同「近世時宗教団における僧階制度の確立と変遷について」圭室文雄［編］ 『民衆宗教の構造と系譜』雄山閣出版、一九九五年。
（
26）藤沢市文書館［編集・発行］ 『藤沢山日鑑』別巻「近侍者記録」三、二〇一三年、所収。
（
27）安永九年刊行『都名所図会』 。市古夏生・鈴木健一［校訂］ 『新訂
 都名所図会』一、筑摩書房〔ちくま学芸文庫〕 、一九九
九年。
（
28）その経緯については、菅根幸裕「明治新政府の宗教政策と「聖」の対応―鉢叩念仏弘通流本山京都空也堂の史料から―」『日本近代仏教史研究』３号、同会、一九九六年。
（
29）「寺社と民衆」十一輯、民衆宗教史研究会、二〇一五年。
（
30）上別府茂「摂州三昧聖の 」 （ 「尋源」三十号、一九七八年。また、土井卓治・佐藤米司［編］ 『葬送墓制研究集成』第一巻「葬法」 、名著出版、一九七九年。のち、前掲『三昧聖の研究』硯文社、二〇〇一年。同「三昧聖と葬送」 （ 『講座日本の民俗宗教』２「仏教民俗学」 、弘文堂、一九八○年） 。同「近世三昧聖考」 （萩原龍夫・真野俊和［編］ 『仏教民俗学大系』２「聖と民衆」 、名著出版、一九八六年） 。
（国府台女子学院高等部教諭、近世仏教史）
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史料④
『大佛開眼供養竝萬僧供養之記』
史料⑤
『大佛開眼会』
史料⑤α
『大佛開眼会』
史料⑥
『大佛開眼設斎日記』
   
 
  
 
 開眼導師 當寺別當勸修寺
濟深親王
開白
初日開眼導師者勧修寺二
品濟深法親王
自 3 月 8 日到 4 月 8 日都ﾃ
31 日之間参詣之諸僧呈 釈
尊ﾆ拈香料
 
  
   
  
  
 
  
 
  
   
   
 
 
 
法花一千部之開白也。十
輪院 永福寺 比外方方よ
り眞言宗出仕ありて
法華千部経開闢 / 永福寺
十輪院等ﾉ真言宗勤之導師
公慶上人 / 参詣ﾉ僧俗女童
数万
※日付が書かれて無いの
で、他史料から類推して
考察該当箇所のみ抽出
※量が膨大なので、考察
該当箇所のみ抽出
 
  
  
 
   
 
衆僧不人之等々 未刻より
四五人宛參詣 燒香迄にて
退出也
法華千部経 / 参詣人逐日
多ｼ
 
  
 
 
   
雨天。法事無之 法華千部経 / 参詣人多ｼ
  
  
 
 
  
   
專寺學侶 四ケ法用勤仕 法華千部経 / 東大寺学侶
出仕 / 四箇ﾉ法用 / 参詣人
多ｼ 8 日ﾉ人数減其ﾉ半ｦ
  
  
 
 
  
  
同學侶出仕 三禮竝大懺悔
勤仕
法華千部経 / 東大寺学侶
出仕 / 最勝会 / 参詣人多ｼ
  
  
 
 
  
   
同學侶出仕 講讀作法有之 法華千部経 / 東大寺学侶
出仕 / 三論宗論義 / 参詣
人大概斉ﾄｼﾃ 8 日及数万人
ﾆ
  
  
  
  
   
   
 
  
北京知恩院名代正定院 其
外京都末寺長老 郡山南都
淨土宗末寺分不殘 300 人
餘出仕ありて 上下 762 人 
勸進所にて御齋あり
法華千部経 / 京都知恩院
代僧正定院出仕門中衆僧
110 人 / 伴 僧 130 人 / 参
詣人多ｼ
  
  
 
  
  
   
 
 
  
   
   
   
 
 
 
招提寺律僧 30 人出仕 法華千部経 / 招提寺出仕
/ 衆 僧 36 人 伴 僧 10 人 /
参詣人多ｼ
  
  
 
 
  
  
 
 
靈禪［山］寺 10 口燒香諷經
迄
斯日大雨午時ﾖﾘ雨晴ﾀﾘ参
詣不多 / 法華千部経 / 午
時過ﾆ雨晴ﾚ鼻高山霊山寺
出仕衆僧 12 人伴僧 10 人
/ 参詣人雨故ﾆ少ｼ
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表 各史料比較表（※漢数字はアラビア数字に改めた）
史料①
『東大寺大佛開眼供養記』草本
史料②
『元禄五年東大寺大佛開眼供養記』
史料③
『大佛開眼供養記』
① 3.08 開眼法式 開眼導師 當寺別當勸
修寺宮二品濟深法親王
開眼導師 當寺別當勧修寺宮済
深二品法親王 公慶上人出仕。
拈香衆僧 播州如来寺 備後宗光
寺 播州心光寺
開眼法式。開眼導師 當寺別當
勸修寺宮二品濟深法親王
 
 
② 3.09 法華千部經開闢 永福寺十輪院
等ﾉ眞言宗衆僧 30 人。
拈香僧衆 豐前正覺寺 越中龍谷
寺 同幸松守（寺） 勢州天然寺 攝
州方廣寺 播州西岸寺 播州願入
寺 豐前廣壽山 紀州金剛峯寺
法華千部經開闢 永福寺 ･ 十輪
院等、真言宗衆僧勤之。導師 ･
公慶上人 行列如初日 衆僧東經
堂着床 上人出仕 ･ 退出 ･ 登高
座 ･ 下高座共有音樂。
拈香僧衆 豊州正覚寺 越州龍谷
寺 越州幸松寺 勢州天然寺 摂州
方廣寺 播州西岸寺 播州願入寺 
豊州廣壽寺 紀州金剛峯寺
法華千部經開闢 永福寺十輪院
等ﾉ眞言宗勤之 導師公慶上人   
③ 3.10 法華千部經。拈香僧衆 下野宇
津宮本立寺 肥前高傳寺 播州龍
野如來寺 備後泰雲山宗光寺 播
州心光寺
法華千部經。拈香衆僧 下野本
立寺 肥前高傳寺 播州如来寺 備
後宗光寺 播州心光寺
法華千部經  
 
④ 3.11 法華千部經。拈香僧衆 備中松
山西明寺 武州淨閑寺 武州法林
寺 京安清尼院
法華千部經。拈香僧衆 備中西
明寺 武州浄閑寺 武州法林寺 洛
陽安清尼院
法華千部經
⑤ 3.12 法華千部經。當寺學侶出仕。四
箇法要。
拈香ﾉ僧衆 勢州日照山圓福寺 備
中源福寺 攝州生玉玄德寺 勢州
見德院 和州常福寺
法華千部經。東大寺学侶出仕 
四箇法用。
拈香僧衆 勢州圓福寺 備中源福
寺 摂州玄徳寺 伊州見徳院 和州
常福寺
法華千部經。東大寺學侶出仕。
四箇法用
 
⑥ 3.13 法華千部經。當寺ﾉ學侶出仕。
最勝會。
拈香僧衆 南都一心院派五ケ寺 
甲州大公寺 同長松寺 加州大聖
寺 實性院
法華千部經。東大寺学侶出仕 
最勝會。
拈香僧衆 南都一心院派 5 ヶ寺 
甲州大公寺 同長松寺 加州大聖
寺實性院
法華千部經。東大寺學侶出仕。
最勝會
 
⑦ 3.14 法華千部經。當寺ﾉ學侶出仕。
三論宗論義。
拈香僧衆 泉州忠岡常念寺 攝州
高槻理安寺 播州明石光明寺 江
州大津華階寺 京都正福寺
法華千部經。東大寺学侶出仕 
三論宗論義。
拈香僧衆 泉州常念寺 摂州理安
寺 播州光明寺 江州華階寺 京都
正福寺
法華千部經。東大寺學侶出仕。
三論宗論義
 
⑧ 3.15 法華千部經。京都知恩院代僧。
正定院幷門中長老平僧 110 人。
伴僧 130 人出仕。
拈香僧衆 城州寺田長光寺 同念
佛寺 江州下阪良疇寺 同細江安
養寺 泉州大津阿彌陀寺 城州大
久保村瑞泉寺
法華千部經。京都知恩院代僧正
定院出仕 門中衆僧 110 人 伴僧
130 人。
拈香僧衆 山城長光寺 同念佛寺 
同瑞泉寺 江州良疇寺 同安養寺 
泉州阿弥陀寺
法華千部經。京都知恩院代僧 
正定院出仕 門中衆僧 110 人 伴
僧 130 人
 
 
  
⑨ 3.16 法華千部經。和州唐招提寺衆僧
36 人。伴僧 10 人出仕。
拈香僧衆 和州桃尾山龍福寺 備
州山田率光寺 備中新本玉壽寺 
備中淺口禪興寺 武州安戸上品
寺 加州金澤紹陽寺 加州金澤榮
宕寺 武州淺草大松寺 大阪天滿
圓通寺 同正泉寺 同江國寺 京都
鹿谷法然院
法華千部經。招提寺出仕 衆僧
36 人 伴僧 10 人。
拈香僧衆 和州童福寺 備中華光
寺 同玉寿寺 同禅興寺 武州上品
寺 加州紹陽寺 同栄岩寺 武州大
松寺 大坂円通院 洛東法然院 大
坂正泉寺 同江國寺
法華千部經。招提寺出仕 衆僧
36 人 伴僧 10 人
⑩ 3.17 法華千部經。和州鼻高山靈山寺
衆僧 12 人。伴僧 10 人出仕。
拈香僧衆 備中撫川極樂寺 藝州
廣島國泰寺 泉州牛瀧山別當坊 
備州窪屋實相院
法華千部經。鼻高山霊山寺出仕 
衆僧 12 人 伴僧 10 人。
拈香僧衆 備中極楽寺 藝州國泰
寺 泉州別當本坊 備州實相院
法華千部經。鼻高山靈山寺出仕 
衆僧 12 人 伴僧 10 人
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法隆寺學侶 20 口出仕 法華千部経 / 法隆寺出仕
/ 衆 僧 20 人 伴 僧 25 人 /
参詣人多
  
 
  
 
  
 
 
 
北京黑谷上人出仕 平僧共
100 人餘
法華千部経 / 京都黒谷金
戒光明寺方丈通誉上人出
仕 門中長老平僧 35 人伴
僧 30 人 / 参詣人数万
  
   
 
 
  
   
 
專寺學侶老若出仕 法華千部経 / 東大寺学侶
出仕 / 華厳宗論義 / 参詣
人多ｼ
  
   
 
 
   
   
  
 
 
 
北京百萬返上人出仕 平僧
共 80 人餘
法華千部経 / 京都百万遍
知恩院方丈玄誉上人出仕
/ 京大坂門中長老平僧 60
人伴僧 35 人 / 参詣数万人
  
  
   
  
 
  
 
 
  
   
   
  
  
 
 
西大寺出仕 律僧 60 人 法華千部経 / 西大寺出仕
  衆 僧 42 人 伴 僧 15 人 /
参詣人多ｼ
 
 
   
  
  
  
  
 
  
  
   
   
 
  
   
    
  
   
  
   
 
 
  
  
    
  
  
    
    
南都一向宗 6 ｹ寺中門より
出仕 諷經後大行道して退
出畢
法華千部経 / 辰ﾉ尅ﾆ河内
ﾉ国上ﾉ太子叡福寺出仕 衆
僧 8 人伴僧 7 人ﾅﾘ 先ﾂ散
華行道 次ﾆ東ﾉ経堂ﾆ着座 
次ﾆ理趣経 次四智讃 次釈
迦宝号 次廻向 次退散 行
列同ｼ霊山寺ﾆ /
巳ﾉ尅東本願寺門中出仕 衆
僧 14 人伴僧 10 人 先伽陀 
次ﾆ拈香 次ﾆ阿弥陀経 次ﾆ
念仏 次ﾆ退出 行列同上 /
午ﾉ尅西本願寺門中出仕 衆
僧 17 人伴僧 12 人 先拈香 
次ﾆ着座 次三誓偈 次ﾆ念仏 
次ﾆ行道 次ﾆ廻向 次ﾆ退出 /
行道同上 / 参詣人多ｼ
出仕（中略）同 青銅百疋 
南都光頼［瀬］寺 /
青銅五十疋 末寺照光寺
同 法敬寺 / 同 永泉寺 /
同 応現寺
同 青銅三百疋 教行寺 /
南蓮寺 / 徳願寺 / 専念寺
出仕（中略）同 青銅五十
疋 南都正覚寺
同 青銅百疋 同 浄教寺
同 青銅百疋 同 民部卿
寓南都東本願寺派 徳願寺
専信 専念寺祐円 同徒弟
円空 南蓮寺玄隆 教行寺
了伯 伴僧 17 人 /
寓南都西本願寺派 浄教寺
行空 行空弟子行蓮 浄教
寺末寺西方寺月舟 正覚
寺了賢 了賢弟子了宗 常
称寺了玄 浄教寺末無量寺
受教 受峯 円達 了海 是空 
雲月 一祐 義海
寓和州東本願寺派 光瀬寺
浄晟 照光寺恵順 法敬寺
休円 永泉寺春安 応現寺
知秀 伴僧 7 人
 
   
  
 
   
   
  
    
 
  
  
 
 
 
   
   
   
大坂知恩院門下の長老 平
僧共 230 人餘
法華千部経 / 午尅摂州大
坂知恩院門中出仕 衆僧長
老 平僧 84 人 伴僧 /
未尅郡山浄土真宗 衆僧 13
人伴僧 11 人 / 先拈香 次
ﾆ着座 次ﾆ阿弥陀経 次ﾆ念
仏 / 次ﾆ廻向 次ﾆ退出 行
導行列同上 / 参詣人多
出仕（中略）
同 青銅五十疋 郡山正覚寺
同 青銅二十疋 常称寺
同 銀一包 和州池之内西方寺
同 銀一包 和州生駒無量寺
同 銀一包 同池沢了海
出仕青銅百疋 郡山光慶寺
出仕青銅五十疋 光慶寺弟子
出仕青銅五十疋 正願寺
同 青銅五十疋 浄照寺
同 青銅三十疋 浄照寺弟子
同 青銅三十疋 善照寺
同 同 誓伝寺/同 同 教誓寺
/ 同 同 円照寺 / 同 同 法成
寺/同 同 教念寺/同 同 妙
応寺/同 同 正光寺
寓郡山西本願寺末派 光慶
寺正意 正隆 正願寺祐智 
浄照寺清遵 遵昌 善照寺
玄了 誓得寺可祐 教誓寺
受玄 円照寺恵賛 法成寺
恵閑 教念寺番龍 妙応寺
円海 正光寺是心
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⑪ 3.18 和州法隆寺ﾉ衆僧 20 人。伴僧
25 人出仕。
拈香僧衆 江州阪本迎月庵 勞
［勢］州阿野津快樂院 同南尚院 
信州埴科郡滿照寺
法華千部經。法隆寺出仕 衆僧
20 人 伴僧 25 人。
拈香僧衆 江州迎月庵 勢州快楽
院 同南尚院 信州滿照寺
法華千部經。法隆寺出仕 衆僧
20 人 伴僧 25 人
⑫ 3.19 法華千部經。京都黑谷金戒光明
寺方丈通譽上人幷門中長老。平
僧 35 人。伴僧 30 人出仕。
拈香僧衆 江州寶積寺 攝州大湊
尊光院 和州今井西光寺
法華千部經。京都黒谷金戒光明
寺方丈通誉上人出仕 門中長老 
平僧 35 人 伴僧 30 人。
拈香衆僧 江州宝積寺 摂州尊光
院 和州西光寺
法華千部經。京都黑谷金戒光明
寺方丈通譽上人出仕 門中長老
平僧 35 人 伴僧 30 人
 
 
⑬ 3.20 法華千部經。當時［寺］學侶出仕。
華嚴宗論義。
拈香僧衆 和州金剛山 越前宗泉
寺 同瑞現寺 江州西方寺 播州西
光尼院 泉州善性寺
法華千部經。東大寺學侶出仕 
華嚴宗論義。
拈香僧衆 和州金剛山 越前宗泉
寺 同瑞現寺 江州西方寺 播州西
光寺下尼 泉州善性寺
法華千部經。東大寺學侶出仕。
華嚴宗論義
⑭ 3.21 法華千部經。京都百萬遍知恩寺
ﾉ方丈玄譽上人幷京大坂ノ門中
長老平僧 60 人伴僧 35 人出仕
拈香僧衆 攝州兵庫安養寺 同尼
崎如來寺 同法園院 大阪久松寺 
甲州正覺寺 同清泰寺
法華千部經。京都百万遍知恩寺
方丈玄誉上人出仕 京門中 ･ 大坂
門中 長老 平僧 60 人 伴僧 35 人。
拈香僧衆 摂州安養寺 同如来院 
同法園院 大坂久松寺 甲州正学
寺 同清泰寺
法華千部經。京都百萬遍知恩寺
方丈玄譽上人出仕 京大坂門中
長老平僧 60 人 伴僧 35 人
 
⑮ 3.22 法華千部經。和州西大寺ノ衆僧
42 人伴僧 15 人出仕
拈香僧衆 泉州堺常樂寺 播州龍野
寶幡寺 尾州名護屋含笑寺 同永安
寺 同龍林院 江戸延壽院 紀州伊
都郡阿彌陀院 和州香久山興善寺 
和州壺阪南法華寺 勢州久居八王
寺 京都圓福寺 城州伏見大蓮寺
法華千部經。西大寺出仕 衆僧
42 人 伴僧 15 人。
拈香僧衆 泉州常樂寺 播州宝幡
寺 尾州含笑寺 尾州永安寺 同竜
林院 江戸延寿院 紀州阿弥陀寺 
和州興善寺 和州南法花寺 勢州
八王寺 京都圓福寺 伏陽大蓮寺
法華千部經。西大寺出仕 衆僧
42 人 伴僧 15 人
 
  
⑯ 3.23 法華千部經。辰ﾉ刻河州上太子
叡福寺ﾉ衆僧 8 人伴僧 7 人出仕 
巳ﾉ刻京都本願寺ﾉ門中衆僧 31
人伴僧 22 人出仕。先拈香 次東
ﾉ經堂ﾆ著床 次三誓偈 次念佛 次
行道 次廻向 次退出。
拈香僧衆 京都一條長講堂 和州
千光寺 攝州食滿西明寺 同伊丹
正覺寺 同瓦林 極樂寺
上州群馬西光寺
法華千部經。辰刻 河内國上太
子叡福寺出仕 衆僧 8 人 伴僧 7
人。
巳刻 東本願寺門中出仕 衆僧 14
人 伴僧 10 人。従中門入 先伽陀 
次拈香 次阿弥陀經 次念佛 次退
出 行列同上。
午刻 西本願寺門下出仕 衆僧 17
人 伴僧 12 人。従中門入 先拈香 
次着座 次三誓偈 次念佛 次行道 
次廻向 次退出 行列同上。
拈香僧衆 河州叡福寺 京長講堂 
和州千光寺 摂州西明寺 摂州正
覚寺 同極楽寺 上州西光寺 備州
誓願寺 城州教弘寺
法華千部經。辰刻 河内國上太
子叡福寺出仕 衆僧 8 人 伴僧 7
人。
巳刻 東本願寺門中出仕 衆僧 14
人 伴僧 10 人 先伽陀 次拈香 次
阿彌陀經 次念佛 次退出。
午刻 西本願寺門下出仕 衆僧 17
人 伴僧 12 人 先拈香 次着座 次
三誓偈 次念佛 次行道 次廻向 
次退出
 
  
 
  
  
   
 
  
  
  
 
  
   
  
  
 
  
 
  
 
 
   
   
 
  
  
 
 
  
 
  
 
     
  
 
  
  
 
⑰ 3.24 法華千部經。午ﾉ刻知恩院門中
攝州大阪ﾉ長老平僧 84 人出仕
未ﾉ刻本願寺ﾉ門中和州郡山ﾉ衆
僧 13 人伴僧 11 人出仕。先拈香 
次著座 次阿彌陀經 次念佛 次廻
向。
拈香僧衆 備州窪屋郡誓願寺 城
州小倉山教弘寺
法華千部經。午刻 摂州大坂知
恩院門中出仕 衆僧 長老 平僧
84 人。
未刻 郡山浄土真宗 衆僧 13 人 
伴僧 11。従中門入 先拈香 次着
座 次阿弥陀經 次念佛 次廻向 
次退出 行列準上。
拈香僧衆 防州國廳寺 同阿弥陀
寺 江州童潭寺 和州多武峯
法華千部經。午刻 攝州大坂知
恩院門中出仕 衆僧長老平僧 84
人 伴僧。
未刻 郡山淨土眞宗 衆僧 13 人 
伴僧 11 人 先拈香 次着座 次阿
彌陀經 次念佛 次廻向 次退出
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黄檗山唐僧 2 人 其外長老
分平僧 200 人 午刻中門よ
り行列 正面にて法事あり
て 次大行道して退出畢
法華千部経 / 黄檗宗門中出
仕導師摂州大坂舎利寺悦山
和尚并ﾆ和尚平僧 170 人 先
ﾂ同士（導師）曲彔ﾉ坐 次和
尚各着床 次ﾆ大衆東西壇
上立列 次ﾆ挙香讃 次ﾆ誦
大悲呪等十呪 次ﾆ心経 次ﾆ
摩訶般若波羅密多三称 次
ﾆ念光明真言 次ﾆ遶仏釈迦
宝号 次ﾆ大衆朝上 次ﾆ唱廻
向偈 次ﾆ退出 / 行列仕丁
提炉和尚大衆同士磬木魚
等役人 / 侍者伴僧等 / 依ﾃ
雨ﾆ詣人少ｼ
拈香 銀一枚 長崎南京寺
同 白銀五枚 和州内山西之院
出仕 白銀二枚 摂州舎利寺
同 白銀一枚 同 瑞龍寺
同 同一包 即宗
同 同 旭峯
同 金子百疋 和州高取宗泉寺
同 金子百疋 南都瑞景寺
同 金子三百疋 黄檗法音院
同 金子二百疋 廓山和尚
黄檗派 南岳舎利尊勝寺道
宗悦山和尚 黄檗法林院道
和喝禅和尚 黄檗聖林院道
昭廓山和尚 難波瑞龍寺道
聡宝渕和尚 宗泉寺如印空
谷禅師 瑞景寺元南金嶺
禅師 放光寺元祥瑞峯禅師 
万寿院元黙雷峯 黄梅庵即
宗 保寿寺
  
  
  
  
  
 
  
   
 
  
  
  
雨天。小寺より 2 人 3 人
宛出仕
26 日供養導師者興福寺寺
務一乗院二品真敬法親王 
26 日有雨故延引 
雨故今日興福寺ﾉ御寺務御
出仕御延引 / 法華千部経
肥州長崎海雲山 普昭晧台
寺送流
   
 
  
   
  
  
  
供養導師 興福寺一乘院眞
敬親王御出仕
翌 27 日有供養
法華千部経 /
興福寺ﾉ僧侶
禅宗加州金沢 貞昌院慈円 
黄檗派寓忍辱山 幻住 摂
州尼崎 甘露寺寂誉 伴僧 2
人 常楽寺俊了 善通寺重
臨 瑞景門下尼衆 14 人
 
 
 
  
   
   
  
  
  
 
 
  
  
   
   
  
    
 
 
 
  
 
 
 
  
   
    
   
 
 
 
河内之本寺大念佛上人出
仕 長老分 230 人 眞言院
より出仕 中門より音樂引
列 一宗之本尊竝龜金行列
之先に立て 正面にて法事
あり 次十念 次に大行道
して退出畢
法華千部経 / 大念仏宗河
内国融観大通上人出仕 大
和山城ﾉ門中長老平僧伴
僧 250 人余 先本尊并亀鐘
等持之 次上人登高座拈香 
次衆僧惣礼 次上人下高座
坐曲彔 次讃鉢 次十重禁 
次大行道 次釈迦宝号 次
融通念仏 次廻向 次十念 
次退出 行列如西本願寺
和州神野寺出仕近郷真言
宗 30 人伴僧 10 人 /
参詣人多ｼ
出仕 青銅二千疋 河内大
念仏方丈
同 同千五百疋 和州同末
寺
同 同二千疋 河内同末寺
同 同千疋 同 大念寺 / 極
楽寺 / 来迎寺
河州大念仏寺 黄衣融観大通
上人 山号大原山院号護念院
寺号大念仏寺 真光院因懐 貞
松院寂道 来迎寺融源 極楽寺
宗純 大念寺文呈 興善寺廓誉 
光明寺感空 大念寺見空 西光
寺岻空 円融寺団誉 安養寺信
空 来迎寺可空 徳融寺逞誉 
法徳寺豁空
洞家越前敦賀郡 金伝寺禅尭 
円乗寺正残 宗泉寺璠瑞
  
  
  
    
    
   
  
  
 
 
  
   
   
    
   
   
   
 
 
 
菩提山寺 25 人出仕 法華千部経 / 菩提山正暦
寺出仕 衆僧 26 人伴僧 15
人 /
参詣人多ｼ
浄土泉州 引接寺覚宥 従
僧 1 人
黄檗派寓舎利寺 桂門
  
  
  
  
  
 
  
   
 
 
 
 
北京浄慶院 28 人出仕 法華千部経 / 北京清浄華
院代僧極楽寺本誉上人出
仕長老平僧 30 人伴僧 28
人 /
参詣人多ｼ
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⑱ 3.25 法華千部經。黄檗宗悦山喝禪兩
和尚幷同宗ﾉ和尚平僧 170 人出
仕。先ﾂ導師到ﾃ壇上ﾆ曲彔座ｽ 
次和尚各々著床 次衆僧東西ﾉ壇
上ﾆ立列 次擧香讚 次誦ｽ大悲呪
等十呪 次心經 次摩訶般若波羅
蜜多三稱 次光明眞言 次遶佛釋
迦寶號 次大衆朝上 次唱ﾌ廻向ﾉ
偈ｦ 次ﾆ一齊三拜 次退出。
拈香僧衆 周防國聽寺 同阿彌陀
寺 江州龍潭寺 和州多武峯
法華千部經。黄檗宗門中出仕 導
師摂州大坂舎利寺悦山和尚并喝禅
和尚 平僧 170 人。従中門入 先導
師曲彔座 次和尚各着床 次大衆東
西壇上立列 次擧香讃 次誦大悲呪
等十呪 次心經 次摩詞般若波羅蜜
多三称 次念光明真言 次遶佛 釈迦
宝号 次大衆朝上 次唱廻向偈 次退
出。行列 仕丁 提爐 和尚 大衆 導
師 磬 ･ 木魚等役人 侍者 伴僧等。
拈香僧衆 播州浄土寺 同泉龍寺 
河州安國寺 長崎普昭皓臺寺 和
州法隆寺堂衆 肥前海岸寺
法華千部經。黄檗宗門中出仕 
導師攝州大坂舎利寺悦山和尚 
竝和尚平僧 170 人 先導師曲錄
坐 次和尚各着床 次大衆東西壇
上立列 次擧香讚 次誦大悲呪等
十呪 次心經 次魔訶般若波羅蜜
多三稱 次念光明眞言 次遶佛釋
迦寶號 次大衆朝上 次唱廻向偈 
次退出。行列 仕丁 提爐 和尚 
大衆 導師 磬 木魚等役人 侍者 
伴僧等
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
  
 
  
  
  
   
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
⑲ 3.26 雨天午ﾉ刻霽。法華千部經。拈
香僧衆 播州淨土寺 同宍栗［粟ｶ］
泉龍寺 河州安國寺 長崎普照皓
臺寺 和州法隆寺堂衆 肥前佐賀
海岸寺 和州飛鳥寺 同内山永久
寺 紀州高野山常樂院谷惣代 城
州伏見心光寺 和州釜口山龍福
寺 加州金澤貞昌院 攝州尼崎甘
露寺 同常樂寺 同善通寺 南都瑞
景寺下尼衆 丹波國［園ｶ］部教
傳院
雨天 法華千部經。拈香僧衆 和
州飛鳥寺 永久寺 紀州高野山常
樂院谷 伏見心光寺 同大蓮寺
雨天。法華千部經
 
 
⑳ 3.27 法華千部經。供養法式 導師 興
福寺長官一乘院宮二品眞敬法親
王。
巳ﾉ刻興福寺學侶 64 人。從僧
20 人。
雨天 法華千部經。興福寺出仕。
衆僧 64 人。供養導師 興福寺別
當一乗院真敬二品法親王。
拈香僧衆 和州釜口山 加州貞昌
院 摂州甘露寺 同常念寺 同善通
寺 和州瑞景寺下尼 丹波教傳院
法華千部經。供養法式 導師 興
福寺長官一乘院宮二品眞敬法親
王 興福寺學侶 64 人 從僧 20 人
   
  
  
  
  
㉑ 3.28 法華千部經。巳ﾉ刻河州大念佛
宗大通上人 大和山城河内ﾉ門中
長老平僧伴僧 250 人出仕 先ﾂ本
尊龜鐘佛前ﾆ置之 次上人登高座
拈香 次衆僧惣禮 次上人下高座
坐曲彔 次讚鉢 次十重禁 次大行
道奏樂 次釋迦寶號 次融通念佛 
次廻向 次十念 次退出奏樂。
未刻和州神野寺近郷ﾉ眞言宗 30
人 伴僧 10 人 出仕。
拈香僧衆 攝州伊丹法巖寺 和州
茆原中之坊 和州當麻寺
法華千部經。大念佛宗河内國融
観大通上人出仕 太和山城門中長
老 平僧 伴僧 250 人余。従中門
入有音樂 先本尊并亀鐘等持之 
次上人登高座 拈香 次衆僧惣礼 
次上人下高座 坐曲彔 次讃鉢 次
十重禁 次大行道有音樂 次釈迦
宝号 次融通念佛 次廻向 次十念 
次退出有音樂 行列如西本願寺。
和州神野寺出仕 近郷真言宗 30
人 伴僧 10 人。
拈香僧衆 摂州法巌寺 和州中之
坊 和州當麻寺
法華千部經。大念佛宗河内國融
觀大通上人出仕 大和山城門中
長老平僧伴僧 250 人餘 先本尊
竝龜鐘等持之 次上人登高座 拈
香 次衆僧惣禮 次上人下高座 坐
曲彔 次讃鉢 次十重禁 次大行道 
次釋迦寶號 次融通念佛 次廻向 
次十念 次退出。
和州神野寺出仕 近卿［郷］眞
言宗 30 人 伴僧 10 人
  
 
 
 
  
 
 
  
 
   
  
   
 
  
  
  
   
 
 
  
  
   
  
  
   
  
 
㉒ 3.29 法華千部經。和州菩提山正曆寺
衆僧 26 人。伴僧 16 人。出仕。
拈香僧衆 和州三輪山平等寺 泉
州堺引接寺 京黑谷妙蓮寺 和州
山邊郡佛成寺 同州正覺寺 長福
寺 平等寺 藥王寺 觀音寺 藥師
寺 法樂寺 不動院 專行院 安養
寺 本誓寺 備中河上郡大福寺 佐
州久世庄重願寺 泉州菩提寺 京
清水坂泰産寺 京大恩寺 播州明
石光明寺
法華千部經。菩提山正暦寺出仕 
衆僧 26 人 伴僧 15 人。
拈香僧衆 和州平等寺 泉州引接
寺 京都妙蓮院 和州佛成寺 同正
覺寺 同長福寺 同平等寺 同薬王
寺 同観音寺 同薬師寺 同法樂寺 
同不動院 同専行院 同安養寺 同
教安寺 同本誓寺 備州大福寺 作
州重願寺 泉州菩提寺 京泰産寺 
洛陽大恩寺 播州光明寺
法華千部經。菩提山正曆寺出仕 
衆僧 26 人 伴僧 15 人  
  
 
㉓ 3.30 法華千部經。京都淸淨華院代僧
極樂寺本譽上人幷門中ﾉ長老平
僧 30 人 伴僧 28 人 出仕。
拈香僧衆 相州塔峰阿彌陀寺 能
州海門寺 京都甘睡庵 越前西雲
寺 尾州知多郡心月齋 同安樂寺
法華千部經。京都清浄華院代僧
極楽寺本誉上人出仕 長老 平僧
30 人 伴僧 28 人。
拈香僧衆 相州阿弥陀寺 能州海
門寺 洛陽甘睡庵 越前西雲寺 尾
州心月斎 同安樂寺
法華千部經。北京淸淨華院代僧 
極樂寺本譽上人出仕 長老平僧
30 人 伴僧 28 人
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雨天。法事無之。申刻 忍
辱寺 20 人出仕
法華千部経 / 天気悪敷雨
降ﾘ無出仕ﾉ僧
黄檗派武陵弘福寺鉄牛和
尚代僧 福聚寺大通
  
 
 
  
 
   
  
 
  
 
 
  
  
 
 
  
 
粟生光明寺竝北京禪林寺
180 人
法華千部経 / 辰刻和州田
原村十輪寺ﾉ真言宗出仕 
衆僧 17 人伴僧 5 人
巳ﾉ尅京都禅林寺方丈湖南
上人粟生光明寺方丈恵雲
上人出仕 両門中長老平僧
85 人従僧 30 人
未ﾉ尅忍辱山円成寺出仕 
衆僧 19 人従僧 6 人
参詣人多ｼ
洛東建仁寺 大昌院龍艮
［良ヵ］ 慈芳院宗珍
  
   
  
 
   
   
   
 
 
 
 
北京誓願寺 中門より出仕 
平僧共 50 人
法華千部経 / 未ﾉ尅京都誓
願寺方丈英空上人出仕 門
中長老平僧 45 人侍者 15
人
参詣人多ｼ
黄檗派奥州福嶋 潜龍庵耀
山
  
  
  
  
 
 
 
  
  
   
  
 
 
和塚村正法寺 12 人竝湯船
村大智寺 10 人
法華千部経 / 山城和束ﾉ庄
瑞泉山正法寺ﾉ方丈綱宗和
尚 同庄百丈山大智禅寺方
丈関渓和尚出仕衆僧 52 人
参詣人多ｼ
日蓮宗洛陽 本禅寺日慎
浄土尾州名護（古）屋 貞祖
院頓察
禅同 聚福院恵薫
城州和束庄瑞泉山正法寺 
綱宗知定禅師
同 百丈山大智寺 関渓理
玄禅師
   
  
  
 
 
   
  
  
   
  
  
 
  
  
辰 刻 藥 師 寺 15 人 出 仕。
午刻 大坂黑谷門中出仕 
平僧共に 50 人
法華千部経 / 巳ﾉ尅摂州大
坂金戒光明寺ﾉ派出仕長老
平僧 53 人侍者 10 人
午時薬師寺出仕 衆僧 13
人
参詣人多ｼ
洛東光雲寺 大拙玄台西堂 
慈拍 玄
前住妙心見住寒山大坂天
満賜紫玲巌祖圭和尚 義哲 
玄固 桃瑞 義明 侍者 5 人
寓黄檗山 良円 龍岳 義海 
祖海
仏光寺派江州野洲郡 西蓮
寺了順
  
    
  
  
  
  
  
   
  
   
  
 
 
  
 
   
   
  
    
 
  
   
  
  
 
   
   
  
    
   
   
 
 
北京靈山 丸山 長樂寺三
寺より 20 人 中門より出
仕 正面に床を敷 上にて
東西に立向 踊躍念佛作法
ありて退出畢
法華千部経 / 巳ﾉ尅京都靈
山正法寺円山安養寺東山
長楽寺并寺下出仕 衆僧 14
人 伴僧 13 人 先ﾂ釈迦念
仏三返 次ﾆ日中讃 次ﾆ居
讃 次ﾆ踊躍念仏 次ﾆ和讃 
次ﾆ廻向 次ﾆ退散 行列仕
丁禅門栢葉御判国阿上人
杖木履素襖小結白丁傘持 /
午尅和州郡山西福院御影
供衆出仕 衆僧 17 人
参詣人多ｼ
出仕青銅二百疋 京 霊山
同 同 百疋 同 丸山
 同 五十疋 長楽寺
同百疋 京 正法寺 / 安養寺
/ 長楽寺
妙心寺総代 如是院恵在別
堂 祖恩 珉蔵
丸山安養寺 一﨟宣阿弥唯
但 延寿庵連阿弥徹山 勝
興庵声阿弥暉玄 多蔵庵底
阿弥淵桂 華楽庵重阿弥素
設 多福庵也阿弥元秀 前
多福庵眼阿弥慈観
霊鷲山正法寺 一﨟覚阿弥
香宣 方広庵弥阿弥淵龍 
西光庵但阿弥素允 正智院
相阿弥智真 永寿院梵阿弥
志範 功徳院僧阿弥祐察 
清林庵重阿弥知半 西念寺
円阿弥秀円 往生院厳阿弥
智仙 東光寺宿阿弥底伯 
霊山寺長阿弥長厳
東山長楽寺 弥阿弥以宣 
3 ヶ寺侍者 13 人
越前 孝顯寺如天
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㉔ 4.01 法華千部經。拈香僧衆 江戸福聚
寺 城州岩舟寺 作州誕生寺 城州
觀音寺 備前岡山瓶井山安住院 和
州信 [ 法 ] 貴寺 同釜口山久保院
雨天。法華千部經。拈香僧衆 京
西山光明寺 武州福聚寺 城州岩舟
寺 作州誕生寺 城州観音堂 備前
安住院 和州法貴寺 同釜口久保院
雨天。法華千部經  
 
㉕ 4.02 法華千部經。辰ﾉ刻和州田原村
十輪寺ﾉ眞言宗ﾉ衆僧 17 人。伴
僧 5 人。出仕。
巳ﾉ刻京都禪林寺ﾉ方丈湖南上人。
粟生光明寺ﾉ方丈惠雲上人。兩
門中長老平僧 85 人。伴僧 30 人。
出仕。
未ﾉ刻和州忍辱山圓城寺ﾉ衆僧
19 人。伴僧 6 人。出仕。
拈香僧衆 泉州堺超善寺 京建仁
寺 和州七條智鏡院
法華千部經。辰刻 和州田原村
十輪寺真言宗出仕 衆僧 17 人 伴
僧 5 人。
巳刻 京都禅林寺方丈湖南上人 ･
粟生光明寺方丈惠雲上人出仕。
兩門中 長老 平僧85人 伴僧30人。
未刻 忍辱山円成寺出仕 衆僧 19
人 従僧 6 人。
拈香僧衆 泉州超善寺 洛陽建仁
寺 和州智鏡寺
法華千部經。辰刻 和州田原村
十輪寺眞言宗出仕 衆僧 17 人 伴
僧 5 人。
巳刻 京都禪林寺方丈湖南上人 
粟生光明寺方丈惠雲上人出仕 
兩門中長老平僧 85 人 從僧 30
人。
未刻 忍辱山圓成寺出仕 衆僧 19
人 從僧 6 人
 
 
 
 
 
㉖ 4.03 雨天未刻霽。法華千部經。未ﾉ
刻京都誓願寺ﾉ方丈英空上人幷
門中ﾉ長老平僧45人。伴僧15人。
出仕。
拈香僧衆 京淸光寺 和州新木村
萬福寺 同極樂寺 京蕉芳院 和州
當麻寺 奥州福島濳龍庵 勢州名
張榮林寺
雨天到未刻晴。法華千部經。京
都誓願寺方丈英空上人出仕 門
中 長老 平僧 45 人 侍者 15 人。
拈香僧衆 京清光寺 和州萬福寺 
同極楽寺 京慈芳院 奥州潜竜庵 
和州當麻寺 伊州栄林寺
雨天到未刻晴。未刻 京都誓願
寺方丈英空上人出仕 門中長老
平僧 45 人 侍者 15 人
  
 
 
㉗ 4.04 法華千部經。城州和束ﾉ庄瑞泉
山正法寺ﾉ方丈大綱宗和尚。同
庄百丈山大智寺ﾉ方丈關溪和尚
幷衆僧伴僧 52 人出仕。
拈香僧衆 城州八幡山宮本坊 京
本善寺 勢州廣禪寺 尾州名護屋
貞祖院 同聚福寺 攝州尼崎極樂
寺 和州吐田極樂寺 泉州鳥取萬
願寺 大阪法林寺
法華千部經。城州和束庄瑞泉山
正法寺方丈綱宗和尚 同庄百丈
山大智禅寺方丈關渓和尚出仕 
衆僧 52 人。
拈香僧衆 城州八幡山宮本坊 洛
陽本禅寺 伊州廣禅寺 尾州貞祖
院 同聚福院 摂州極樂寺 大坂法
林寺 和州極樂寺 泉州万願寺
法華千部經。山城和束庄瑞泉山
正法寺方丈綱宗和尚 同庄百丈
山大智禪寺方丈關溪和尚出仕 
衆僧 52 人
 
 
 
 
 
  
㉘ 4.05 法華千部經。巳ﾉ刻黑谷金戒光
明寺ﾉ門中。攝州大阪ﾉ長老平僧
53 人。伴僧 10 人出仕。
午刻和州藥師寺ﾉ衆僧 13 人出
仕。
拈香僧衆 京光雲寺 大阪寒山寺 
京禪林寺下 和州吉野金峰山寺 
城州黄檗山下 江州野洲西蓮寺 
攝州天滿法林寺 京泉涌寺
法華千部經。巳刻 摂州大坂金
戒光明寺派出仕 長老 平僧 53 人 
侍者 10 人。
午刻 薬師寺出仕 衆僧 13 人。
拈香僧衆 相州阿弥陀寺 洛東光
雲寺 大坂寒山寺 和州金峰山寺 
洛東禅林寺下 城州黄檗下 江州
西蓮寺 摂州法輪寺 京泉涌寺
法華千部經。巳刻 攝州大坂金
戒光明寺派出仕 長老平僧 53 人 
侍者 10 人。
午刻 藥師寺出仕 衆僧 13 人
 
  
 
  
 
  
   
    
 
㉙ 4.06 法華千部經。巳ﾉ刻京都靈山正
法寺。圓山安養寺。東山長樂寺
幷寺下ﾉ衆僧 14 人。伴僧 13 人。
出仕。 先各佛前立列 次釋迦寶
號 次日中讚 次居讚 次踊躍念佛 
次和讚 次廻向 次退散奏樂。行
列 禪門講柏葉御判 國阿上人杖
木履素襖著小結著白張傘。
未ﾉ刻和州郡山西福院派眞言宗
衆僧 17 人出仕。
拈香僧衆 大阪天滿超泉寺 勢州
松阪樹敬寺 播州淨土寺 城州八
幡山瀧本坊 攝州專念寺 同玉輪
院 和州松尾寺 京曉蓮社 京淨住
寺 城州黄檗法林院 京泉涌寺雲
龍院 城州八幡山松坊 同新坊 京
松原福壽院 和州宇智郡神宮寺 
同艮［良ｶ］峰寺 京黑谷養親院
法華千部經。巳刻 京都霊山正
法寺 ･ 圓山安養寺 ･ 東山長樂寺
并寺下出仕 衆僧 14 人 伴僧 13
人。従中門入有音樂 先釈迦念
佛三遍 次日中讃 次居讃 次踊躍
念佛 次和讃 次廻向 次退散有音
樂。行列 仕丁 禅門栢葉御判國
阿上人杖木 ･ 履 素襖 小結 白丁 
傘持。
和州郡山西福院御影供衆出仕 
衆僧 17 人。
拈香僧衆 京妙心寺如是院 江戸
幡随院 紀州高野山 城州松学院 
同蓮開寺 備後宗光寺 越前孝顕
寺 泉州正法寺 豊後勝光寺
法華千部經。巳刻 京都霊山正
法寺 圓山安養寺 東山長樂寺 竝
寺下出仕 衆僧 14 人 伴僧 13 人 
先釋迦念佛三返 次日中讃 次居
讃 次踊躍念佛 次和讃 次廻向 
次退散 行列 仕丁 禪門栢葉御判
國阿上人杖木履 素襖小結 白丁 
傘持。
午刻 和州郡山西福院御影供衆
出仕 衆僧 17 人
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史料④
『大佛開眼供養竝萬僧供養之記』
史料⑤
『大佛開眼会』
史料⑤α
『大佛開眼会』
史料⑥
『大佛開眼設斎日記』
   
  
   
  
  
  
  
   
  
  
  
   
  
  
 
 
 
   
   
 
  
 
  
 
 
  
   
   
  
   
   
 
  
  
   
  
 
 
  
  
空彌［也］上人派 20 人 
正面にて法事勤退出畢。
右之外出仕無之間を見合 
時々刻々に小寺より 5 人
7 人宛。爲結縁之出仕し
て毎日之諷經燒香數を不
知
巳ﾉ尅遊行上人代僧法国寺
藤沢上人代僧金光寺出仕
衆僧 16 人侍者 5 人 先伽
陀 次晨朝偈 次三念仏 次
廻向 次退散 
午ﾉ尅法華千部経結願
未尅京都極楽寺松洞庵出
仕随僧并戴髪門派 15 人 
先和讃 次踊躍念仏壇下
勤之 次二臈拈香壇上勤之 
空也上人鹿ﾉ角柱杖鉦鼓縁
起 女院御所ﾖﾘ所賜 袈裟
行列之先持之 /
参詣人多ｼ
出仕 青銅千疋 藤沢上人
派
同 同二千疋 遊行上人派
同 同千疋 同門中
出仕金子百疋 京 空也堂
遊行派 法国寺覚阿 金光
寺其阿 福田寺覚阿 西方
寺覚阿 迎称寺但阿 観善
［歓喜］光寺弥阿 等覚寺
相阿 荘厳寺相阿 極楽寺
但阿 西光寺素眼 長徳寺
円応 金玉庵禅竜 宗寿院
臨達 長泉院歓竜
正覚院寿眼 大智庵円竜 宗
銑庵臨超 法浄院玄秀 玉林
院今庭 徳性庵雲雪 長寿院
超眼 長竜 素伝 了円
黄檗 法林院座下元克剛宕 
元字柏庭 元覚聞渓 元銑
龍泉
洛陽極楽院空也堂 松洞庵
空忍 西峯庵空甫 戴髪弟
子 1 人 和泉坊空阿弥 戴
髪弟子 1 人 正徳菴 寿松
庵 弟子 1 人 正覚庵 法寿
庵 本柳庵 徳性庵 理清庵 
南之坊 □昌庵 東之坊
 
 
   
 
 
 
   
   
  
   
  
   
 
 
 
  
   
 
結願。花嚴講御導師尊勝
院道恕大僧正
結願ﾉ導師者安井門主道恕
大僧正也 /
申ﾉ尅五畿内之聖 62 人於
仏前拈香 先阿弥陀経 次
念仏 次行道一匝 次退散
拈香（中略）
同 青銅三千疋 和州 聖
同 青銅千疋 泉州 聖
同 青銅二千四百疋 河州 
聖
同 青銅千五百疋 摂州 聖
同 青銅六百疋 城州 聖
同 白銀五枚 京 双林寺
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  
  
  
31 日之間
出仕僧 凡 2070 人余
拈香僧 凡 876 人余
参詣受斎僧 凡 2650 人余
無縁受斎僧 凡 7200 人余
僧数都合 凡 12899 人
俗数都合 凡 205303 人
僧俗受斎都合 凡 218202 人
毎日働 僧 凡 200 人余
 俗 凡 450 人余
毎日法華読誦ﾉ僧或 50 人
或 100 人 出仕ｼﾃ受斎
僧合 8851 人 俗合 209378 人 僧合 4206 人
俗合 16183 人
高都［合］20389 人   
─ 77 ─
元禄五年の東大寺大仏開眼万僧供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
史料①
『東大寺大佛開眼供養記』草本
史料②
『元禄五年東大寺大佛開眼供養記』
史料③
『大佛開眼供養記』
㉚ 4.07 巳ﾉ刻遊行上人ﾉ代僧京都法國
寺。藤澤上人ﾉ代僧京都金光寺。
衆僧 16 人。伴僧 5 人出仕。先
各佛前著座 次伽陀 次晨朝偈 次
三念佛 次廻向 次退出。
未ﾉ刻京都極樂寺松洞菴幷伴僧
戴髪門中 15 人出仕。先壇下ﾆ立
列 次和讃 次踊躍念佛 次庵主登
ﾃ佛前ﾉ座ﾆ拈香 次衆僧退出 行列
空也上人鹿杖拄杖鉦鼓緣起衆僧
傘白張等。
拈香僧衆 京妙心寺如是院 江戸
幡隨院 紀州高野山惣代 城州松
學院 備後宗光寺 城州平川蓮開
寺 越前孝顯寺 泉州堺正法寺 豐
後竹中勝光寺 京山科地藏寺 京
聖德寺 紀州名草郡遍照寺 城州
葛野郡無量院 播州善導寺 但州
善谷寺 京黑谷將法院 同安中院 
和州信貴山 京八阪寺 江州甲賀
大池寺 播州宍栗［粟ｶ］大雲寺 
吉野正覺寺 和州郡山觀音寺
巳刻 遊行上人代僧法國寺 ･ 藤
澤上人代僧金光寺出仕 衆僧 16
人 侍者 5 人。従中門入 先伽陀 
次晨朝偈 次三念佛 次廻向 次退
散。行列同霊山正法寺。
午刻 法華経 ･ 千部經結願。
未刻 京都極樂寺松洞庵出仕 随
僧并戴髪門派 15 人。従中門入 
先和讃 次踊躍念佛於壇下勤之 
二臈到壇上 拈香。空也上人鹿
角柱杖 ･ 鉦鞁 ･ 縁起 女院御所
所贈袈裟。行列之先持之。
拈香僧衆 摂州超泉寺 勢州樹敬
寺 播州浄土寺 雄徳山瀧本坊 摂
州專念寺 同玉輪院 和州松尾寺 
京暁蓮社 洛西浄住寺 黄檗法林
院 京泉涌寺雲龍院 八幡山松坊 
同新坊 京福寿院 和州神宮寺 同
良峰寺 京黒谷養親院
巳刻 遊行上人代僧法國寺 藤澤
上人代僧金光寺出仕 衆僧 16 人 
侍者 5 人 先伽陀 次晨朝偈 次三
念佛 次廻向 次退散。
午刻 法華千部經結願。
未刻 京都極楽寺松洞菴出仕。
随僧竝戴髪門派 15 人 先和讃 次
踊躍念佛 次二﨟拈香 空也上人
鹿角柱杖鉦鼓緣起。女院御所所
賜袈裟。行列之先持之
 
  
   
  
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
   
  
  
 
  
  
  
   
    
  
㉛ 4.08 華嚴會。導師 華嚴長吏尊勝院
兼安井御門跡道恕大僧正 
辰ﾉ刻當寺學侶堂衆末寺等 46 人
出仕。次公慶上人退出
結願 華厳會法式 結願導師 尊勝
院兼安井門跡道恕僧正。
巳刻 當寺学侶 ･ 堂衆 ･ 末寺出
仕 公慶上人退出。
申刻 五幾内聖 62 人於佛前焼香。
先阿弥陀經 次念佛 次行道一匝 
次退散。
拈香僧衆 京聖徳寺 紀州遍照寺 
城州無量院 紀州高野山 播州善
導寺 但州善谷寺 京黒谷将法院 
同安中院 和州信貴山 江州大池
寺 播州大雲寺 吉野正覚寺 洛東
八坂寺 和州観音寺
結願。華厳講。導師 華巌長吏尊
勝院兼安井御門跡道恕大僧正。
辰刻 當寺學侶堂衆末寺 45 人出
仕。
申刻 五畿内之聖 62 人 於佛前拈
香 先阿彌陀經 次念佛 次行道一
匝 次退散
  
  
   
   
   
   
   
   
受齋僧合 12899 人。
受齋俗合 205300 人。
31 日之間出仕僧 凡 2070 人余 
拈香僧 凡 876 人
参詣受斎僧 凡 2650 人余
无縁受斎僧 凡 7200 人余
受斎俗 凡 205303 人
此内 僧衆 僮僕有之。
受斎僧俗都合 凡 218202 人
毎日法華千部僧 或 50 人 或 100
人出仕 受斎
毎日働僧 凡 200 人
毎日働俗 凡 450 人。
南都并近郷醫師 60 人余 於大佛
殿邊供養之内 病人令療畢。
31 日之内 病人 950 人余各無事。
31 日之間
出仕僧 凡 2070 人餘
拈香僧 凡 876 人
參詣受齋僧 凡 2650 人餘
無緣受齋僧 凡 7200 人餘
僧數都合 凡 12899 人
俗數都合 凡 205303 人
僧俗受齋都合凡 218202 人
每日働 僧 凡 200 人餘 
 俗 凡 450 人餘
每日法華讀誦僧 或 50 人 或 100
人出仕受齋
南都竝近郷醫師 60 人餘。於大
佛殿邊供養之内。病人令療治。
31 日之間 病人凡 950 人餘 各無事
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
    
 
   
